
　5月30日（木）、哲西町あいがも米生産組合が企画し、

哲西町矢田の水田で「アイガモ進水式」が行われました。

哲西認定こども園の園児は、ひなをやさしく抱え、水

田に落ちそうになりながら放していました。水田を

泳ぎ回るひなの姿に、「かわい～」と歓声を上げてい

ました。

�特集 熱中症予防   　　p�～�
�たまがき書状 p��　　
�みんなの広場【ひとこと・風の便り…】 p��～��
�まちの話題
　【男女共同参画講座…】 p��～��
�はつらつ健康ひろば 
　【食中毒を防ぐ!お弁当づくりの知恵】 p��～��
�おしらせ p��～��
�ハッピーバースデー    p��　　

��
�������（平成��年）
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室
温
や
気
温
が
高
い
中
で
の
作
業
や
運
動
に
よ
り
、
体
内
の
水
分
や
塩
分
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
た
り
、
体
温
の
調
節
機
能
が
働
か
な
い
こ
と
に
よ
り
、
体
内
に
熱
が
た

ま
り
、
め
ま
い
や
頭
痛
、
さ
ら
に
は
け
い
れ
ん
や
意
識
障
害
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
症

状
が
起
こ
り
ま
す
。

　

熱
中
症
は
、
家
の
中
で
じ
っ
と
し
て
い

て
も
、
ま
た
気
温
が
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い

日
で
も
起
こ
り
ま
す
。

　

急
に
暑
く
な
っ
た
日
や
久
し
ぶ
り
に
暑

い
環
境
で
活
動
す
る
と
き
に
は
、
特
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�

　

高
齢
者
は
体
温
を
下
げ
る
た
め
の
体
の

反
応
が
弱
く
な
る
た
め
、
自
覚
が
な
い
の

に
熱
中
症
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
の
ど
が
渇
か
な
く
て
も
水
分
補
給

・
部
屋
の
温
度
を
こ
ま
め
に
測
る

�
�
�
�
�
�
�

　

晴
れ
た
日
に
は
、
地
面
に
近
い
ほ
ど
気

温
が
高
く
な
る
た
め
、
幼
児
は
大
人
以
上

に
暑
い
環
境
に
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
幼
児

は
体
温
調
節
機
能
が
十
分
発
達
し
て
い
な

い
た
め
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

・
子
ど
も
の
様
子
を
十
分
に
観
察
す
る

・
わ
ず
か
な
時
間
で
も
車
内
に
一
人
に
さ

せ
な
い

��������	 ��������	
�
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①
体
調
を
整
え
る

　

睡
眠
不
足
、
下
痢
、
発
熱
、
疲
労
な

ど
で
体
調
の
悪
い
と
き
は
、
外
出
や
運

動
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

②
こ
ま
め
に
水
分
・
塩
分
補
給

　

入
浴
前
後
や
就
寝
前
、
ま
た
「
の
ど

が
渇
い
た
」
と
感
じ
る
前
に
水
分
を
補

給
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
汗
を
か
い
た

時
は
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
で
塩
分

も
補
い
ま
し
ょ
う
。

③
服
装
の
工
夫

　

通
気
性
・
吸
湿
性
が
よ
く
、
熱
を
吸
収

し
に
く
い
白
っ
ぽ
い
服
を
着
て
、
外
出
時

に
は
帽
子
や
日
傘
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

④
暑
さ
を
避
け
る

　

運
動
や
作
業
は
涼
し
い
時
間
帯
に
行
い
、

こ
ま
め
に
休
憩
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

外
で
活
動
す
る
と
き
は
テ
ン
ト
な
ど
を
用

意
し
、
日
陰
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�
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・ 白  湯 　1リットル
さ ゆ

・砂糖　��グラム（大さじ�と� / �）

・塩　　�グラム（小さじ� / �）

　よく混ぜる。

　レモンやグレープフルーツなどの果汁

を加えると飲みやすくなります。

※1時間に���ミリリットル（コップ1杯　

半）を目安に飲みましょう。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
づ
く
り
課　

親
子
保
健
係
（
�
�
6
1
2
9
）

・
涼
し
い
場
所
へ
移
動
し
、衣
服
を
緩
め
、安
静
に
寝
か
せ
る

・
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
、
う
ち
わ
な
ど
で
風
を
あ
て
、
体
を

冷
や
す

・
脇
の
下
や
太
も
も
の
つ
け
ね
な
ど
を
冷
や
す

・
飲
め
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
水
分
を
少
し
ず
つ
頻
回
に
と
ら

せ
る

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
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�

・
自
分
で
水
が
飲
め
な
か
っ
た

　

り
、
脱
力
感
や
倦
怠
感
が
強

　

く
動
け
な
い

・
重
度
の
症
状
が
あ
る
（
意
識

　

が
な
い
、
全
身
に
け
い
れ
ん

　

が
あ
る
な
ど
）

　カフェインが多く

含まれているものや

アルコール類は、水分

を尿として排出して

しまいます。

　お茶を飲むなら、紅

茶や緑茶ではなく、麦茶やそば茶にしましょう。

��������	
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チャレンジしてみよう！�チャレンジしてみよう！�

爽やかな の中空気の中で自然を�
満喫！�

の中で自然を�

プールで健康増進�
＆リフレッシュ！�
プールで健康増進�
＆リフレッシュ！�

イベント情報�イベント情報�

5 高瀬湖畔オートキャンプ場
●問い合わせ先�
　緯９３－５１０６�

6 新見美しい森�
●問い合わせ先�
　緯７２－６１３４�

7 久保井野キャンプ場�
●問い合わせ先�
　緯９６－２００３�

8 青少年野外活動センター�
●問い合わせ先�
　緯７２－７３８９�

�夏�夏�がきた！

の中で自然を�

問い合わせください�

今年はどこに�
　行こうかな？ 

まつりや花火、踊りなど、イベントが盛りだくさんの季節がやっ
てきました。遊べる・食べれる・体験できるスポットもたくさん
あります。今年の夏は、市内で、家族や友だちと思い出づくりし
てみませんか？�
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チャレンジしてみよう！�チャレンジしてみよう！�

爽やかな空気の空気の中で自然を�
満喫！�
爽やかな空気の
満喫！�

プールで健康増進�
＆リフレッシュ！�
プールで健康増進�
＆リフレッシュ！�

イベント情報�イベント情報�
1 道の駅鯉が窪：ピザ作り�
●問い合わせ先�
　緯９４－９０１７�
●定休日 木曜日�

2 夢すき公園：紙すき�
●問い合わせ先�
　緯９２－６５７７�
●定休日 水曜日�

3 そば道場「田舎屋」：そば打ち�
●問い合わせ先�
　緯７４－２０７７�
●定休日 月曜日�

1 映画上映会「ロラックスおじさんの秘密の種」�
●日時 7月28日（日） 14：00～16：00�
●入場料 一般：100円 高校生以下：無料�
●場所 まなび広場にいみ大ホール�
●問い合わせ先 生涯学習課 緯７２－６１０８�

3 ファミリーミュージカル「アルプスの少女ハイジ」�
●日時 8月4日（日） 14：00～�
●入場料 一般：1,500円 高校生以下：500円�
●場所 まなび広場にいみ大ホール�
●問い合わせ先 生涯学習課 緯７２－６１０８�

4 子と親のスケッチ教室�
●日時 8月10日（土） 9：00～12：00�
●会費 700円�
●場所・問い合わせ先 新見美術館 緯７２－７８５１�

5 第38回新見ふるさとまつり�
●日時 8月10日（土） 18：15～�
●場所 新見駅前特設おまつり広場�
●問い合わせ先 商工観光課 緯７２－６１３６�

6 オカリナコンサート�
●日時 8月25日（日） 13：00～14：00�
●入場料 大人：1,000円 中学生：800円 小学生：500円
●場所 満奇洞�
●問い合わせ先 商工観光課 緯７２－６１３６�

2 濱田珠鳳子ども指画教室�
●日時 8月4日（日） 13：30～�
●会費 500円�
●場所・問い合わせ先 新見美術館 緯７２－７８５１�

チャレンジしてみよう！�

プールで健康増進�
＆リフレッシュ！�

※予約、料金などはお問い合わせください�

1 新見千屋温泉「いぶきの里」�
オートキャンプ場�
●問い合わせ先�
　緯７７－２０２０�

2 大佐山オートキャンプ場
●問い合わせ先�
　緯９８－３７１１�

3 自然公園大佐山�
●問い合わせ先�
　緯９８－３４６１�

4 お～さ源流公園�
●問い合わせ先�
　緯９８－２７９８�

夏�イベント情報�

爽やかな空気の
満喫！�

※予約、料金などはお

1 新見市民プール�
●問い合わせ先 緯７２－７３８９�
●利用期間 7/20（土）～8/31（土）�
　※ただし、7/30（火）は一般利用を行いません�
●利用時間 10：00～11：50・13：00～16：50�
●使用料 一般：1回150円�
　　　　 中学生：1回100円�
　　　　 小学生以下：1回50円�

2 大佐B&G海洋センター�
●問い合わせ先 緯９８－３７００�
●利用期間 4/1（月）～11/30（土）（月曜休館）�
●利用時間 9：00～21：00�
●使用料 一般・高校生：300円�
　　　　 65歳以上・中学生以下：150円�

3 哲多B&G海洋センター�
●問い合わせ先 緯９６－２００３�
●利用期間 7/20（土）～8/31（土）（月曜休館）�
●利用時間 13：00～16：50�
●使用料 1回100円�

4 げんき広場にいみ�
●問い合わせ先 緯７１－２１６８�
●利用期間 通年（月曜休館）�
●利用時間 9：00～22：00�
　※日曜・祝日は9：00～18：00�
●使用料 一般：630円�
　　　　 65歳以上・高校生以下・障がい者の人：320円�

������������
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※
投
票
終
了
時
間
を
２
時
間
繰
り
上
げ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

�
月　

日
�
は
、
全
国
一
斉
に
第

��

　

回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
行
わ

��れ
ま
す
。

　

参
議
院
議
員
は
�
年
ご
と
に
半
数

が
改
選
さ
れ
ま
す
が
、
今
年
は
そ
の

年
に
あ
た
り
、
岡
山
県
選
挙
区
選
出

議
員
選
挙
と
比
例
代
表
選
出
議
員
選

挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

選
挙
は
、
有
権
者
の
誰
も
が
参
加

で
き
る
国
づ
く
り
の
第
一
歩
で
す
。

候
補
者
や
政
党
等
の
政
見
・
政
策
な

ど
を
十
分
見
極
め
て
、
大
切
な
一
票

を
投
じ
て
く
だ
さ
い
。

※
今
回
は
自
書
式
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

（
電
子
投
票
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

�
�
�
�
�

　

今
回
の
選
挙
で
は
、
投
票
用
紙
は
�
種
類

あ
り
ま
す
。

○
岡
山
県
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙

� 「
候
補
者
の
氏
名
」
を
記
入

※
岡
山
県
を
一
つ
の
選
挙
区
と
し
て
、
�
名

の
議
員
を
選
出

○
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙

� 「
候
補
者
の
氏
名
」
ま
た
は
「
政
党
等
の
名

称
」
の
い
ず
れ
か
を
記
入

※
全
国
を
単
位
と
し
て
、
得
票
数
に
応
じ
て

選
出

　

選
挙
ご
と
に
投
票
用
紙
の
色
が
違
い
ま
す

の
で
、投
票
の
前
に
必
ず
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

平
成
�
年
�
月　

日
ま
で
に
生
ま
れ

��

た
日
本
国
民
で
、
平
成　

年
�
月
�
日

��

か
ら
引
き
続
き
市
内
に
居
住
し
、
住
民

基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人

※
�
月
�
日
�
（
�
時　

分
〜　

時
）、

��

��

選
挙
人
名
簿
に
新
た
に
登
録
さ
れ
る

人
の
名
簿
を
縦
覧
に
供
し
ま
す
。
確

認
さ
れ
る
場
合
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
（
市
役
所
総
務
課
内
）
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�

　

投
票
所
入
場
券
は
、
�
月
�
日
�
ま

で
に
世
帯
毎
に
封
書
で
郵
送
し
ま
す
の

で
、
投
票
の
際
は
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

投
票
所
名
は
入
場
券
に
記
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
よ
く
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
投
票
の
資
格
が
あ
る
人
で
、

入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
は
、
選
挙
管

理
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

も
し
、
入
場
券
を
紛
失
し
た
場
合
で
も
、

投
票
所
で
入
場
券
の
再
交
付
を
受
け
れ

ば
、
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

　

候
補
者
の
氏
名
・
党
派
・

経
歴
・
政
見
な
ど
を
掲
載
し

た
選
挙
広
報
を
作
成
し
、
投

票
日
�
日
前
ま
で
に
新
聞

折
込
に
よ
り
配
布
い
た
し

ま
す
。
新
聞
未
購
読
の
人
は
、

市
役
所
・
各
支
局
・
各
公
民

館
に
備
え
置
き
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

郵
便
に
よ
る
配
布
を
行
い

ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
人

は
、
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で

ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

���
�
��
�
�
�

��
�
�
�
�
�
�

▼
投
票
日　

７ 
月　
 
日
���

２１

▼
投
票
時
間

７ 
時
〜　
 
時
１８
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名
称

新
見
期
日
前
投
票
所

大
佐
期
日
前
投
票
所

神
郷
期
日
前
投
票
所

哲
多
期
日
前
投
票
所

哲
西
期
日
前
投
票
所

施
設
の
名
称

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

大
佐
源
流
振
興
館　

神
郷
支
局　
　
　
　

哲
多
支
局　
　
　
　

哲
西
支
局　
　
　
　

　

投
票
は
、
選
挙
の
期
日
（
�
月　

日
�
）

��

に
、
決
め
ら
れ
た
投
票
所
で
行
う
こ
と
が
原

則
で
す
。

　

し
か
し
、
当
日
、
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投

票
所
に
出
向
い
て
投
票
で
き
な
い
人
は
、
投

票
日
の
前
日
ま
で
に
期
日
前
投
票
所
に
お
い

て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
入
場
券
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。）

期
間：

�
月
�
日
�
〜
�
月　

日
�

��

時
間：

�
時　

分
〜　

時

��

��

■
期
日
前
投
票
所
一
覧

期
間：

７
月
５
日
�
〜
７
月　

日
�

２０

○
病
院
な
ど
施
設
で
の
投
票

　

県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
す
る
病
院
な
ど
に

入
院
中
の
人
は
、
施
設
内
で
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
各
施
設
に
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

○
市
外
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
の
投
票

　

長
期
出
張
の
場
合
な
ど
、
滞
在
地
で
投
票
で
き

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
選
挙
管

理
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
郵
便
投
票

　

身
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
、
次
に
該
当
す

る
人
は
、
そ
の
障
が
い
の
部
位
な
ど
に
よ
っ
て
、

在
宅
の
ま
ま
郵
便
で
投
票
で
き
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。

・
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
級
〜
３
級
）
の
交
付
を

受
け
て
い
る
人

・
戦
傷
病
者
手
帳
（
特
別
項
症
〜
第
３
項
症
）
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人

・
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
に
お
い
て
要
介
護
５

と
認
定
さ
れ
た
人

　
　

あ
ら
か
じ
め
選
挙
管
理
委
員
会
に
申
請
し
て
、

郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
、
こ
れ
を
添

え
て
投
票
用
紙
な
ど
を
選
挙
管
理
委
員
会
に
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

　

請
求
期
限：

７
月　

日
�

１７

�
�
�
�
�
�
�

　

�
�
�
�
�
�
�
�

　

今
回
の
選
挙
か
ら
、
成
年
被
後
見
人
の
選

挙
権
・
被
選
挙
権
が
回
復
さ
れ
ま
す
。

　

該
当
す
る
人
へ
投
票
所
入
場
券
を
お
送

り
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

く
わ
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�

　

選
挙
は
、
民
主
主
義
の
基
本
と
な
る
大
切

な
も
の
で
す
。

　

有
権
者
の
み
な
さ
ん
は
、
候
補
者
の
政
見

な
ど
を
十
分
見
極
め
て
、
自
覚
を
も
っ
て
投

票
に
臨
み
ま
し
ょ
う
。

　

買
収
・
供
応
な
ど
の
選
挙
違
反
を
一
掃
し
、

自
由
で
明
る
い
投
票
が
で
き
る
よ
う
、
選
挙

の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
選
挙
管
理
委
員
会

　

（
�
�
�
�
�
�
）

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
��
�
�
	


�
��
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新
見
市
結
婚
推
進
協
議
会

は
、
高
梁
市
ま
ち
づ
く
り
結

婚
推
進
連
絡
会
と
の
共
催
に

よ
り
、
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。

　

高
梁
国
際
ホ
テ
ル
を
会
場

に
、
高
梁
と
新
見
の
地
元
食

材
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
素

敵
な
出
会
い
を
見
つ
け
て
み

ま
せ
ん
か
？

■
日
時

　

�
月　

日
�

��

　
　

時
〜　

時　

分

��

��

��

■
場
所

　

高
梁
国
際
ホ
テ
ル　

　

高
梁
市
正
宗
町
�
�
�
�

番
地　

※
現
地
集
合
・
現
地
解
散
と

な
り
ま
す
。
自
家
用
車
で

お
越
し
の
人
は
ホ
テ
ル
前

の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ

さ
い　

■
定
員

　

男
女
各　

名
程
度
（
応
募

��

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

■
参
加
資
格

　
　

歳
〜　

歳
く
ら
い
ま
で

��

��

の
独
身
者

■
参
加
費

　

【
男
性
】
� , 
�
�
�
円

　

【
女
性
】
� , 
�
�
�
円

■
申
込
先

　

倉
敷
市
三
田　

－

�

��

　

有
限
会
社
チ
ア
ー
ズ

　

本
イ
ベ
ン
ト
専
用
ダ
イ
ヤ

ル

　

�
�
�－

�
�
�－

�
�

�
�

　

電
話
ま
た
は
Ｈ
Ｐ
か
ら
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切

　

�
月　

日
�

��

■
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課
政
策
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

最
高
の
出
会
い
を
見
つ
け
ま
せ
ん
か
！

�
�
�
�
��
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

新
見
市
職
員
を

募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
来
春
採
用
予
定
の
職
員
採
用
候
補

者
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

■
第
一
次
試
験
日
お
よ
び
会
場

　

�
月　

日
�

��

　

新
見
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
山
村
開
発
セ

ン
タ
ー

　

（
消
防
職
体
力
検
査：

新
見
市
民
体
育
館
）

■
受
付
期
間

　

�
月
�
日
�
〜

　

�
月　

日
�
（
当
日
消
印
有
効
）

��

　

（
た
だ
し
、
土
曜
日
、
日
曜
日
は
電
子
申
請
以

外
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。）

■
試
験
実
施
要
項
・
受
験
申
込
書
の
入
手
方
法

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
場
合

　

新
見
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.ci

ty
.n
iim
i.o
k
a
y
a
m
a
.jp

）
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。受
験
申
込
書
は
、
Ａ
�
用
紙
に
プ
リ
ン
ト

ア
ウ
ト
し
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

②
直
接
取
り
に
来
ら
れ
る
場
合

　

総
務
課
人
事
係
お
よ
び
各
支
局
で
交
付
し
ま

す
。

③
郵
便
に
よ
り
請
求
さ
れ
る
場
合

　

お
も
て
に
「
受
験
申
込
書
等
請
求
」
と
朱
書
き

し
た
封
筒
に
、
宛
て
先
を
明
記
し
て　

円
切

��

手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
（
長
形
�
号
）
を
入

れ
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
受
験
申
込
の
方
法

　

受
験
申
込
書
と
写
真
�
枚（
�
�
×
�
�
・
�

か
月
以
内
に
撮
影
し
た
上
半
身
正
面
向
き
で

脱
帽
）
が
必
要
で
す
。（
試
験
区
分
に
よ
っ
て
は

免
許
証
等
の
写
し
も
必
要
と
な
り
ま
す
。）

　

持
参
ま
た
は
郵
送
に
よ
る
ほ
か
、
電
子
申
請

で
申
し
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
郵
送
ま
た
は
電
子
申
請
の
場
合
は
、
受

験
票
を
送
付
す
る
た
め
、
宛
先
を
明
記
し
て

　

円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
（
長
形
�

��号
）が
併
せ
て
必
要
で
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
人
事
係

　

〒
�
�
�
�
�
�
�
�

　

新
見
市
新
見
�
�
�
番
地
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
��

�
�
�
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予定人員受験資格試験区分

若干名
�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、高等学校卒業以上の学力を有する人または平成��年�月末
日までに卒業見込みの人

事務職

若干名

�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、高等学校卒業以上の学力を有する人または平成��年�月末
日までに卒業見込みの人
�身体障害者福祉法第��条に定める身体障害者手帳の交付を受けている人
�活字印刷文による出題、口頭による面接に対応できる人
�自力で通勤でき、かつ介助者なしで職務の遂行が可能な人

事務職
(身体に障がい
のある人)

若干名
�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、臨床心理士の資格を有している人または平成��年�月末日
までに資格取得見込みの人

臨床心理士
（兼事務職）

若干名
�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、高等学校卒業以上の学力を有し、保育士かつ幼稚園教諭の
資格を有している人または平成��年�月末日までに取得見込みの人

保育士・
幼稚園教諭
(兼事務職）

若干名
�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、高等学校、専門学校または大学において土木（農業土木を含む）
系学科を履修し卒業した人または平成��年�月末日までに卒業見込みの人

土木技術職
(兼事務職）

若干名�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、一級建築士の資格を有している人(学歴は問わない）
建築職
(兼事務職）

若干名
�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、電気主任技術者の資格を有している人、もしくは電気主任技
術者認定校で電気主任技術者免状交付申請に必要な関係学科の単位を取得して卒業した人または平
成��年�月末日までに卒業見込みの人

電気技術職
(兼事務職）

若干名
�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、高等学校、専門学校または大学において機械系学科を履修
し卒業した人または平成��年�月末日までに卒業見込みの人

機械技術職
(兼事務職）

若干名

�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、高等学校卒業以上の学力を有する人または平成��年�月末
日までに卒業見込みの人
�身体強健で、運動機能などに障がいがなく、次の条件により消防職員としての適格性が認められる人 
　①身長　男性����以上、女性����以上
　②体重　身長とのバランスがとれていること
　③握力  男性両手とも��kg以上、女性両手とも��kg以上
　④肺活量　男性�,����以上、女性�,����以上
　⑤視力　矯正視力を含む両眼で�.�以上かつ一眼でそれぞれ�.�以上の視力で、赤色、青色および黄色
　の色彩の識別ができること
　⑥聴力　正常で言語明瞭であること
�普通自動車（マニュアル車）以上の運転免許所有者（取得見込者を含む）※採用後�年以内に大型
免許を取得すること。

消防職

　※上記にかかわらず、次のいずれかに該当する人は、受験できません。
　（�）　日本国籍を有しない人
　（�）　地方公務員法第��条に規定する欠格条項に該当する人
  　    　例えば、次の事項に該当する人です。
   　 �成年被後見人または被保佐人
    　�禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、またはその執行を受けることがなくなるまでの人　など

■試験区分、受験資格、予定人員

市
有
財
産
売
払
の
お
知
ら
せ

　

市
有
財
産
（
土
地
お
よ
び
建
物
）
の
売
払
を
次
の
と
お
り
予
定
し

て
い
ま
す
。

■
売
払
物
件　

旧
千
屋
幼
児
園
土
地
・
建
物

　

予
定
価
格
（
最
低
売
払
価
格
）
� , 
�
�
� , 
�
�
�
円

　

【
土
地
】

　
　

所　

在：

新
見
市
千
屋
実
�
�
�
�
番
地
�
外
�
筆

　
　

地　

目：

宅
地
、
雑
種
地

　
　

面　

積：

�
�
�
� . 
�
�
�

　

【
建
物
】

　
　

構　

造：

木
造
瓦
葺
平
屋
建

　
　

床
面
積：

�
�
� . 
�
�
�

■
売
払
の
方
法　

一
般
競
争
入
札
を
行
い
ま
す
。

■
入
札
方
法
お
よ
び
条
件
な
ど

・
新
見
市
契
約
規
則
の
定
め
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

・
千
屋
地
域
の
地
域
振
興
以
外
へ
の
利
用
を
禁
止
し
ま
す
。

・
物
件
は
現
状
の
ま
ま
引
き
渡
し
し
ま
す
。
引
渡
後
は
い
か
な
る
事

態
に
も
市
は
一
切
の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

・
個
人
・
法
人
を
問
い
ま
せ
ん
。

■
入
札
保
証
金

　

入
札
金
額
の
�
％
以
上
を
入
札
前
の
受
付
時
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
売
買
代
金
の
納
入

　

落
札
者
は
、
契
約
締
結
時
に
売
買
代
金
の　

％
を
内
金
と
し
て
納

��

入
し
、
契
約
後　

日
以
内
に
残
金
を
完
納
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

��

■
登
記
手
続
き

　

土
地
の
所
有
権
移
転
登
記
手
続
き
は
、
売
買
代
金
完
納
後
、
市
が

行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
登
記
に
必
要
な
登
録
免
許
税
は
落
札

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

建
物
の
表
示
登
記
お
よ
び
保
存
登
記
に
つ
い
て
は
落
札
者
が
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
登
記
に
必
要
な
登
録
免
許

税
も
落
札
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
入
札
日
時
お
よ
び
場
所

　

�
月　

日
�　

新
見
市
役
所
ふ
れ
あ
い
会
館
会
議
室

��

　

受
付　
　

時　

分
〜　

時

��

��

��

　

入
札　
　

時　

分
〜

��

��

■
入
札
物
件
の
現
地
説
明

　

�
月　

日
�
�
時　

分
か
ら
現
地
説
明
会
を
行
い
ま
す
。
入
札
に

��

��

参
加
い
た
だ
く
場
合
は
、
必
ず
現
地
説
明
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係
（
�
�
�
�
�
�
）
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�
�
�

�
�
�

　

全
国
的
に
、人
口
減
少
や
高
齢
化
の
進
行
が
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も

重
要
な
課
題
と
と
ら
え
、
様
々
な
施
策
を
講
じ

て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
支
援
員
と
し
て
「
地
域
お
こ
し

協
力
隊
」
の
導
入
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
と
は
、
過
疎
化
が
進

む
地
方
へ
都
市
圏
か
ら
の
人
材
を
求
め
、
地
域

お
こ
し
活
動
や
集
落
機
能
の
維
持
・
強
化
を
目

的
と
し
た
支
援
活
動
を
行
っ
て
も
ら
う
と
い
う

も
の
で
す
。

　

現
在
、
本
市
に
お
い
て
も
、
人
口
減
少
や
高

齢
化
等
の
進
行
に
よ
り
、
集
落
に
お
け
る
地
域

行
事
の
継
承
や
地
域
活
性
化
の
担
い
手
と
な
る

人
材
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
今

後
ま
す
ま
す
地
域
活
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
そ
こ
で
、
意
欲
あ
る
都
市
圏
か
ら
の
人
材

（
よ
そ
者
・
わ
か
者
）
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、

ま
ち
づ
く
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
の
支
援

の
ほ
か
、
新
た
な
視
点
と
発
想
に
よ
り
本
市
の

地
域
資
源
を
発
掘
し
て
全
国
へ
情
報
発
信
し
た

り
、
新
た
な
産
業
を
創
出
す
る
活
動
等
、
地
域

お
こ
し
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
た
め
、
�
支
局

管
内
に
配
置
す
る
予
定
で
す
。

　

隊
員
の
活
動
期
間
は
最

長
�
年
間
で
、
居
住
す
る
地

域
内
で
の
様
々
な
支
援
活
動
や
地
域
お
こ
し
活

動
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
各

地
域
内
を
回
っ
て
地
域
行
事
等
の
手
伝
い
や
住

民
の
皆
さ
ん
と
の
会
合
に
参
画
し
て
、
地
域
を

元
気
に
す
る
新
た
な
取
り
組
み
を
企
画
し
た
り
、

地
域
の
資
源
や
課
題
に
つ
い
て
新
鮮
な
感
覚
で

見
直
し
、
そ
の
活
用
に
向
け
た
提
案
を
行
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
、
各
隊
員
の
連
携
に
よ
る
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
や
共
同
し
て
本
市
の
情
報
発
信
を

行
う
な
ど
、
全
市
的
な
活
動
を
展
開
す
る
こ
と

も
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

�
月
か
ら
募
集
し
、　

月
か
ら
の
活
動
を
予

��

定
し
て
お
り
ま
す
。
隊
員
が
活
動
に
取
り
組
む

に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が

不
可
欠
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
隊
員
を

地
域
の
行
事
や
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
受
け
入
れ

て
い
た
だ
き
、
地
域
の
元
気
づ
く
り
、
集
落
の

維
持
、
活
性
化
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

本
市
と
し
て
は
、
隊
員
が
活
動
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
行
い
、
活
動
期
間
終
了
後
に
も
市

内
で
起
業
・
就
業
し
、
定
住
し
て
も
ら
う
よ
う
は

た
ら
き
か
け
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
が
歴
史
的
に
重
要
な
文

書
や
貴
重
な
記
録
資
料
な
ど
を
保
護
す
る
「
世
界
記
憶
遺
産
」
の
登

録
候
補
に
、
京
都
東
寺
に
伝
わ
っ
た
国
宝
「
東
寺
百
合
文
書
」
が
推

薦
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
東
寺
百
合
文
書
」
は
、
奈
良
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
の
、

寺
院
活
動
を
包
括
的
に
伝
え
る
文
書
や
東
寺
の
領
有
し
た
�
�
�

余
荘
に
わ
た
る
荘
園
に
関
す
る
文
書
か
ら
な
る
、
約
�
万
�
千
通
の

古
文
書
で
、
江
戸
時
代
、
加
賀
藩
主
前
田
綱
紀
に
よ
り
「
百
合
」
の

箱
が
寄
進
さ
れ
、
保
存
・
管
理
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
京
都

府
総
合
資
料
館
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
、
中
世
、
備
中

国
新
見
庄
に
暮
ら
し
た
女
性
「
た
ま
が
き
」
が
綴
っ
た
「
た
ま
が
き

書
状
」
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

寛
正
�
年
（
�
�
�
�
年
）
�
月
、
東
寺
か
ら
新
見
庄
に
派
遣
さ

れ
た
代
官
・
祐
清
は
、
年
貢
未
納
の
名
主
・
豊
岡
を
追
放
し
た
こ
と

を
機
に
、
隣
接
す
る
相
国
寺
領
に
住
む
豊
岡
の
親
族
に
よ
っ
て
殺
害

さ
れ
ま
す
。
祐
清
の
世
話
役
で
、
そ
の
死
を
嘆
き
悲
し
ん
だ
「
た
ま

が
き
」
が
、
自
ら
の
恋
情
を
綴
り
、
形
見
の
品
を
望
ん
で
東
寺
に
送

っ
た
の
が
「
た
ま
が
き
書
状
」
で
す
。
室
町
時
代
の
農
村
の
女
性
が

書
い
た
直
筆
の
手
紙
と
し
て
は
、
唯
一
、
現
在
に
残
る
貴
重
な
資
料

で
す
。

　

ユ
ネ
ス
コ
記
憶
遺
産
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
人
権
宣
言
、
英
国
の
マ

グ
ナ
カ
ル
タ
、
オ
ラ
ン
ダ
の
「
ア
ン
ネ
の
日
記
」
な
ど
�
�
�
点
が

登
録
さ
れ
て
お
り
、
日
本
か
ら
は
、
平
成　

年
に
明
治
期
の
福
岡
県
・

��

筑
豊
の
炭
鉱
労
働
の
様
子
を
描
い
た
「
山
本
作
兵
衛
炭
坑
記
録
画
・

記
録
文
書
」
が
初
め
て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

 
「
東
寺
百
合
文
書
」
の
世
界
記
憶
遺
産
へ
の
登
録
の
可
否
が
決
ま

る
の
は
、
平
成　

年
�
月
頃
で
す
。

��

新
見
市
ゆ
か
り
の
「
た
ま
が
き
書
状
」
が

含
ま
れ
る
「
東
寺  
百
合
文
書

        

」
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
記
憶
遺
産

と
う
じ
ひ
ゃ
く
ご
う
も
ん
じ
ょ

登
録
候
補
に
推
薦
さ
れ
る

た
ま
が
き
書
状

た
ま
が
き
書
状
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①
報
告
事
項

　

�
月
定
例
会
の
提
出
予
定
議

案
、新
見
公
立
大
学
の
大
学
院
設

置
に
向
け
た
取
り
組
み
、観
光
施

設
へ
の
入
込
客
数
の
状
況
、地
域

発
信
型
映
画
、平
成　

年
度
主
要

��

事
業
に
つ
い
て
な
ど
、執
行
部
か

ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

②
調
査
事
項

　

河
本
ダ
ム
付
近
の
法
面
土
砂

崩
落
へ
の
対
応
、市
道
西
方
下
神

代
線
の
改
良
、今
後
の
電
子
投
票

へ
の
対
応
、農
耕
作
業
用
車
両
の

課
税
状
況
、現
況
が
公
衆
用
道
路

で
あ
る
私
有
地
へ
の
対
応
、法
定

外
公
共
物（
里
道
）の
個
人
使
用

へ
の
対
応
、観
光
P
R
の
た
め
の

S
N
S（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
型
の

W
E
B
サ
ー
ビ
ス
）の
活
用
に
つ

い
て
な
ど
、執
行
部
の
考
え
や
対

応
を
調
査
し
ま
し
た
。

議会�
レ ポ ー ト �
平成��年�月
委員会

①
報
告
事
項

　

�
月
定
例
会
の
提
出
予
定
議

案
、新
見
市
法
曽
陶
芸
館
に
お
い

て
�
月
�
日
ま
で
の
会
期
で
開

催
さ
れ
て
い
る「
ア
ト
リ
エ
の
青

い
バ
ラ－

た
に
も
と
明
久
展
」に

つ
い
て
、平
成　

年
度
主
要
事
業

��

に
つ
い
て
な
ど
、執
行
部
か
ら
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

②
調
査
事
項

　

無
明
谷
に
お
け
る
自
然
環
境

保
全
へ
の
対
応
、障
が
い
者
の
就

労
支
援
へ
の
取
り
組
み
、正
田
小

学
校
の
耐
震
化
に
つ
い
て
、「
学

び
愛
の
ま
ち 
に
い
み
」プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
、新
見
駅
前
昭
和
橋
付
近

の
河
川
の
汚
れ
に
つ
い
て（
水
草

の
発
生
）な
ど
、執
行
部
の
考
え

や
対
応
を
調
査
し
ま
し
た
。

①
審
査
事
項

　

�
月
定
例
会
会
期
日
程
の
確

認
、新
任
議
員
研
修
会
の
開
催
、

慣
例
・
申
し
合
わ
せ
事
項
な
ど
の

検
討
を
行
い
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局（
�
�
�
�
�
�
）

５月に開催した委員会の

主な内容を紹介します。

 
� 
文
教
福
祉
常
任
委
員
会

（
�
月　

日
開
催
）

��

 
� 
議
会
運
営
委
員
会

（
�
月
�
日
開
催
）

 
� 
総
務
産
建
常
任
委
員
会

（
�
月　

日
開
催
）

��

消
防
庁
長
官
表
彰

　

新
見
市
危
険
物
安
全
協
会
会
長
の
田
口
一
寿
さ
ん
が
危
険
物
保

安
功
労
者
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

田
口
さ
ん
は
、
昭
和　

年
か
ら
危
険
物
取
扱
者
と
し
て
従
事
し
、

��

危
険
物
安
全
管
理
の
推
進
に
努
め
ら
れ
、
長
年
、
無
事
故
、
無
違
反

の
実
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和　

年
に
新
見
阿
哲
危
険
物

��

安
全
協
会
の
理
事
に
就
任
以
降
、
平
成　

年
に
は
副
会
長
、
平
成　

��

��

年
か
ら
は
会
長
と
し
て
、
協
会
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
、
危
険
物
の
保

安
業
務
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

��������������
た ぐち かず ひさ

（哲西町畑木）

東
日
本
大
震
災
の
義
援
金
に
つ
い
て

法
人
・
団
体
名

都
道
府
県
対
抗
全
日
本
中
学
生
男
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
新
見
市
実
行
委
員
会

金
額
（
円
）

�
���
�
�
��

市
報
１
月
号
掲
載
分
以
降
（
敬
称
略
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
総
務
係
（
�
�
�
�
�
�
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成　

年
度

２５

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支
援
の
た
め
、
多
く
の
市
民
の
み
な
さ

ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
は
、
�
月　

日
現
在
で
�
� ,
�
�
� ,

��

�
�
�
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

義
援
金
は
、
甚
大
な
被
災
地
で
あ
る
岩
手
県
、
宮
城
県
お
よ
び
福

島
県
の
被
災
者
支
援
に
充
て
て
い
た
だ
く
た
め
、
�
県
の
市
長
会
な

ど
へ
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
公
表
す
る
こ
と
に
同
意
を
い
た
だ
い
た
法
人
、
団
体
は
次

の
と
お
り
で
す
。

��������	
��


■問い合わせ先　神郷支局（������）

　公の施設の効果的かつ効率的な管理運営を目指すため、次の施設の指定管理者を募集しています。募集

要項などの配布は�月��日�まで、申請書の受付は�月�日�から�月��日�までです。申請を希望する

団体はお早めにお問い合わせください。

■施設名　新見市神郷第一スキー場、新見市神郷山村都市交流拠点施設  �神郷高瀬交流センター

■指定期間　平成��年��月�日～平成��年�月��日（�年�か月）

（注） �施設を一括管理するものとします。
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■
外
国
人
の
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
に
つ
い
て

　

住
民
票
が
あ
る
外
国
人
の
方
は
、
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）
を
取

得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
住
基
カ
ー

ド
は
公
的
な
身
分
証
明
書
の
ほ
か
、
電
子

証
明
書
を
登
録
す
る
こ
と
で
、
一
部
の
行

政
事
務
に
お
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申

請
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
取
得
に
は
申
請

が
必
要
で
、
手
数
料
（
�
�
�
円
）
が
か

か
り
ま
す
。

■
住
民
票
の
方
書
に
つ
い
て

　

す
で
に
登
録
さ
れ
て
い
る
ア
パ
ー
ト

名
な
ど
の
方
書
を
住
民
票
に
記
載
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
に

住
ん
で
い
る
人
の
住
所
が
く
わ
し
く
表

示
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
申
請
す
る
こ
と
で

方
書
の
訂
正
や
変
更
、
削
除
が
で
き
ま
す
。

　
■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
市
民
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

７
月
８
日
か
ら

　
　

は
じ
ま
り
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と
き
、

ま
た
は
や
め
る
と
き
は
、　

日
以
内
に

��

必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

■
届
出
が
必
要
な
と
き 

・
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き
、

ま
た
は
被
扶
養
者
か
ら
は
ず
れ
た
と
き

・
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き
、

ま
た
は
被
扶
養
者
に
な
っ
た
と
き

・
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
（
転
出
）
し

た
と
き
な
ど

■
届
出
に
必
要
な
も
の

【
加
入
す
る
と
き
】

・
社
会
保
険
な
ど
の
喪
失
証
明
書

・
印
鑑

・
運
転
免
許
証
な
ど

【
や
め
る
と
き
】

・
新
し
い
健
康
保
険
の
保
険
証

・
印
鑑

・
国
民
健
康
保
険
証

　

入
院
・
外
来
に
か
か
わ
ら
ず
、
医
療

機
関
で
高
額
な
診
療
を
受
け
る
場
合
、

事
前
に
医
療
機
関
窓
口
に
限
度
額
の
認

定
証
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
窓
口
で
の

支
払
い
（
保
険
適
用
分
）
が
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
、

認
定
証
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
入
院
し

た
と
き
の
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
人
は
、
市
民
課
国
保
年

金
係
ま
た
は
各
支
局
・
市
民
セ
ン
タ
ー

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

す
で
に
認
定
証
を
お
持
ち
の
人
に
は

更
新
の
案
内
を
送
付
し
ま
す
。
更
新
の

手
続
き
を
さ
れ
た
人
に
は
、
�
月
下
旬

に
新
し
い
認
定
証
を
送
付
し
ま
す
。（
新

し
い
認
定
証
は
、
平
成　

年
中
所
得
に

��

よ
り
自
己
負
担
限
度
額
を
見
直
し
て
い

ま
す
）

■
対
象
と
な
る
人

・
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
な
い
人

・
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る　
��

歳
未
満
の
人
、
ま
た
は
住
民
税
非
課

税
世
帯
で　

歳
以
上
の
人

��

※
住
民
税
課
税
世
帯
で　

歳
以
上
の
人

��

は
、
限
度
額
適
用
認
定
証
は
交
付
さ
れ

ま
せ
ん
が
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
保
険

証
と
高
齢
受
給
者
証
を
提
示
す
れ
ば
、

支
払
い
が
限
度
額
ま
で
に
な
り
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の 

・
印
鑑

・
国
民
健
康
保
険
証

・
運
転
免
許
証
な
ど

　
　

歳
以
上
の
人
が
医
療
機
関
を
受
診

��
す
る
際
、
保
険
証
に
高
齢
受
給
者
証
を

添
え
て
提
示
す
る
こ
と
で
、
窓
口
で
支

払
う
医
療
費
の
負
担
割
合
が
�
割
（
平

成　

年
�
月
以
降
は
�
割
に
変
更
さ
れ

��
る
予
定
）
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
一

定
以
上
の
所
得
が
あ
る
人
は
�
割
に
な

り
ま
す
。

■
８
月
は
更
新
の
月
で
す

　

対
象
者
全
員
に
、
自
己
負
担
割
合
を

平
成　

年
中
所
得
に
よ
り
見
直
し
、
交

��

付
年
月
日
が
�
平
成　

年
�
月
�
日
�

��

と
記
載
さ
れ
た
新
し
い
高
齢
受
給
者
証

を
�
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　

有
効
期
限
が
切
れ
た
受
給
者
証
は
、

自
分
で
確
実
に
破
棄
す
る
か
、
市
民
課

国
保
年
金
係
ま
た
は
各
支
局
・
市
民
セ

ン
タ
ー
へ
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
国
保
年
金
係
（
�
�
�
�
�
�
）

国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
お
知
ら
せ

高
齢
受
給
者
証
（
白
色
）
を
お
持

ち
の
人
へ

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と

き
ま
た
は
や
め
る
と
き
は
必
ず

届
出
を

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
を
ご
存
知
で
す
か
？
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老齢基礎年金の年金額
の計算割合

所得審査
の対象者

減額後の保険料
（月額）

免除の種類

�／�

申請者本人
配偶者
世帯主

�円　　全額免除

�／��,���円　　�／�免除※
一
部
免
除

�／��,���円　　半額免除

�／���,���円　　�／�免除

×算入されません
申請者本人
配偶者

�円　　
（��年間の納付猶予）

若年納付猶予
（��～��歳）

ご
利
用
く
だ
さ
い

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

　

本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
全
員

が
経
済
的
理
由
な
ど
で
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
、
申
請

に
よ
っ
て
保
険
料
が
免
除
ま
た
は
納

付
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
・
納
付
猶
予
期
間：

�
月
〜

翌
年
�
月
分

　

申
請
期
間：

�
月
〜
翌
年
�
月
末

※
昨
年
度
の
免
除
・
納
付
猶
予
申
請

は
7
月
末
ま
で
の
受
け
付
け
で
す
。

■
必
要
書
類

・
年
金
手
帳

・
離
職
票
（
離
職
し
た
場
合
）

・
印
鑑

■
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
さ
れ
た
保

険
料
の
追
納

　

保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予
の
承

認
期
間
が
あ
る
と
、
保
険
料
を
全

額
納
付
し
た
場
合
と
比
べ
て
年
金

額
が
低
額
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ

の
期
間
の
保
険
料
を
後
か
ら
納
付

（
追
納
）す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。　

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
国
保
年
金
係

　

（
�
�
6
1
2
3
）

　

日
本
年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所

　

国
民
年
金
課

　

（
�
0
8
6
6
�
0
5
7
2
）

免除・納付猶予の種類

※一部免除の場合、減額後の保険料を納付しない場合は『未納』になります

平成25年度保険料：月額15,040円

介護保険分
後期高齢者
支援金分

医療保険分

課税の基礎
(40歳～64歳
が対象)

(0歳～74歳
が対象)

(0歳～74歳
が対象)

2.2%2.6%6.1%
被保険者それぞれの前年
中の所得(基礎控除額33
万円)

所得割額

9,100円7,000円19,000円被保険者�人につき均等割額

4,600円5,000円15,000円�世帯につき平等割額

120,000円140,000円510,000円賦課限度額

　

平
成　

年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

��

（
国
保
税
）
が
決
定
し
ま
し
た
。　

な
お
、

決
定
通
知
書
は
�
月
中
旬
に
納
付
義
務

者
で
あ
る
世
帯
主
に
送
付
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
国
保
税
は
、
下
記
の
税
率
に
よ
り
「
所

得
割
額
」
と
「
均
等
割
額
」
と
「
平

等
割
額
」
の
合
計
額
で
す
。
な
お
、

「
所
得
割
額
」
は
前
年
中
の
所
得
な
ど

に
よ
り
算
定
さ
れ
る
た
め
、
必
ず
所

得
の
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
所

得
の
な
い
人
や
、
税
金
上
の
扶
養
親

族
に
な
っ
て
い
る
人
も
所
得
の
申
告

が
必
要
で
す
。（
前
年
中
の
所
得
が
給

与
ま
た
は
公
的
年
金
の
み
で
あ
る
人

は
除
き
ま
す
。）

�
所
得
な
ど
の
一
定
の
要
件
に
該
当
す

る
世
帯
の
国
保
税
額
は
、
�
割
・
�

割
・
�
割
の
軽
減
が
そ
れ
ぞ
れ
適
用

さ
れ
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	



　

倒
産
・
解
雇
や
雇
い
止
め
な
ど
の
一
定

の
理
由
に
よ
る
離
職
に
よ
っ
て
雇
用
保

険
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
申
請
に
よ
っ

て
、
最
大
�
か
年
度
軽
減
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
市
民
税
係 
　
 （
�
�
�
�
�
�
）
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　平成２５年度後期高齢者医療保険料が決定しました。なお、決定通知書は7月中旬に送付します。

��������	

��������	
　①被扶養者であった人に対する軽減措置
　　後期高齢者医療制度加入の前日に、会社の健康保険などの被扶養者であった人は、均等割額が�割
軽減され、所得割額はかかりません。

　②均等割額の軽減措置
　　所得の少ない人は、世帯の所得水準に応じて均等割額が軽減されます。軽減割合は決定通知書で確
認してください。

　　 ※�月�日（�月�日以降に取得の場合は取得日）時点の世帯構成で判定します。

　③所得割額の軽減措置
　　所得割額の計算のもととなる金額（所得－��万円）が��万円以下の人は、所得割額が�割軽減され

ます。

��������
　保険料は、原則年金から天引きされます。ただし、次の人は納付書や口座振替による納付になります。
　・年金額が年額��万円未満の人
　・介護保険料と後期高齢者医療保険料の合計額が年金受給額の�分の�を超える人
　・後期高齢者医療制度へ加入したばかりの人
　・他の市町村から転入したばかりの人
　※申請により年金天引きから口座振替に変更することができます。ただし、滞納がある場合などは相談が必要です。

������
　�月下旬に新しい被保険者証（薄緑）を郵送でお届けします。
　被保険者証には、自己負担割合が表示されています。自己負担割合は�割または�割で、前年の所得
　により毎年判定をします。

��������	
��
���������
　住民税非課税世帯の人は、医療機関の窓口で認定証を提示すると、医療費負担額が自己負担限度額ま
　でに抑えられるほか、入院時の食事代が減額されます。
　現在認定証をお持ちで引き続き該当となる人には、�月下旬に新しい認定証を郵送でお届けします。　
　ただし、一部手続きが必要となる人（所得や入院日数などの確認が必要な場合）には、手続きのご案
　内を送付します。
　該当となる人でまだ認定証をお持ちでない場合は、申請が必要です。認定証の交付を希望される場合は、
　市民課国保年金係または各支局・市民センターで手続きをしてください。

��������	
���

　現在お持ちの被保険者証および認定証は、�月��日で有効期限が切れます。�月�日以降にご自分で
　確実に破棄するか、市民課国保年金係または各支局・市民センターへ返還してください。

■問い合わせ先　市民課国保年金係（������）

��������	����

※�　100円未満の端数は切り捨てます。また、どんなに所得の多い人でも��万円が上限となります。

※�　所得とは、雑（年金）所得、事業所得、給与所得、譲渡所得などの合計額をいいます。

所得割額

（所得※2－��万円）×所得割率�.��%

均等割額

�������

一人当たりの
年間保険料

（上限��万円※1）

���������	
����

����������������
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市
で
は
、　

歳
以
上
の
人
（
要
介
護
認
定
を
受

��

け
て
い
な
い
人
）
に
対
し
て
、
い
つ
ま
で
も
元
気

に
日
々
の
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
運

動
機
能
の
向
上
や
心
身
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
「
介
護
予
防
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
介
護
予
防
が
必
要
な
人
を
把
握
す
る
た

め
、
日
常
生
活
の
様
子
や
心
身
の
状
態
を
確
認
す

る
調
査
票
（
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
）
を
発
送
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

介
護
保
険
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

（
�
�
６
２
０
９
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�
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平
成　

年
度
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

��

の
公
募
を
行
っ
た
結
果
、
事
業
候
補
者
に
株
式
会

社
成
峰
（
代
表
取
締
役：

 
平    
�  
人 
氏
）
を
選
定

ひ
ら 

よ
し 

と

し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
施
設
指
導
係
（
�
�
6
1
2
5
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

相
談
員
は
、
身
体
障
が
い
・
知
的
障
が
い
の
あ
る
人
、
ま

た
そ
の
家
族
な
ど
か
ら
、
手
帳
交
付
・
医
療
・
就
学
・
就

職
・
施
設
入
所
な
ど
に
つ
い
て
の
各
種
相
談
に
応
じ
、
助
言

や
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。お
近
く
の
相
談
員
へ
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
敬
称
略
）

 
身
体
障
害
者
相
談
員

　
 
赤  
木 　
 
初  
枝 （
高
尾
）

あ
か 

ぎ 

は
つ 

え

　
 
仲  
田 　
 
正  
平 （
菅
生
）

な
か 

だ 

し
ょ
う 
へ
い

　
 
仲  
村 　
 
敏  
久 （
唐
松
）

な
か 
む
ら 

と
し 
ひ
さ

　
 
後  
藤 　
 
泰  
治 （
上
市
）

ご 

と
う 

や
す 
は
る

　
 
宮  
坂 　
 
要  
治 （
草
間
）

み
や 
さ
か 

よ
う 

じ

　
 
杉  
井 　
 
省  
二 （
大
佐
永
富
）

す
ぎ 

い 

し
ょ
う 

じ

　
 
東  
郷 　
 
豊  
志 （
大
佐
田
治
部
）

と
う 
ご
う 

と
よ 

し

　
 
義  
國 　
 
茂  
夫 （
神
郷
下
神
代
）

よ
し 
く
に 

し
げ 

お

　
 
大  
原 　
 
國  
美 （
神
郷
高
瀬
）

お
お 
は
ら 

く
に 
よ
し

　
 
中  
村 　
 
賢  
志 （
哲
多
町
蚊
家
）

な
か 
む
ら 

け
ん 

じ

　
 
伊  
藤 
こ
た
か（
哲
多
町
田
淵
）

い 

と
う

　
 
関 　
　
　
 
勝 （
哲
西
町
上
神
代
）

せ
き 

ま
さ
る

　
 
横  
田 　
　
 
正 （
哲
西
町
畑
木
）

よ
こ 

た 

た
だ
し

 
知
的
障
害
者
相
談
員

　
 
荒  
木 　
 
美  
幸 （
高
尾
）

あ
ら 

き 

み 

ゆ
き

　
 
米  
澤 　
 
正  
治 （
高
尾
）

よ
ね 
ざ
わ 

ま
さ 
は
る

　
 
山  
�  
喜  
久  
子 （
大
佐
田
治
部
）

や
ま 
さ
き 

き 

く 

こ

　
 
槙  
原 　
 
重  
徳 （
神
郷
下
神
代
）

ま
き 
は
ら 

し
げ 
の
り

　
 
田  
仲 　
 
満  
雄 （
哲
多
町
本
郷
）

た 

な
か 

み
つ 

お

　
 
浅  
井 　
 
和  
枝 （
哲
西
町
大
竹
）

あ
さ 

い 

か
ず 

え

■
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
障
害
者
福
祉
係
（
�
�
６
１
２
６
）

�
�
�
�
�
�
�
�

　

小
売
店
や
事
業
所
で
使
用
し
て
い
る
「
は
か
り
」

は
、
2
年
に
1
回
、
定
期
検
査
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
出
張
検
査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
最

寄
り
の
検
査
場
所
で
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

小
売
店
や
事
務
所
で
取
引
上
の
計
量
（
商
品
計

量
な
ど
）
に
使
用
さ
れ
て
い
る
は
か
り
、
病
院
・

薬
局
な
ど
で
取
引
上
お
よ
び
証
明
上
の
計
量
（
薬

剤
計
量
・
体
重
測
定
な
ど
）
に
使
用
さ
れ
て
い
る

は
か
り
、
学
校
な
ど
で
証
明
上
の
計
量
（
体
重
測

定
な
ど
）
に
使
用
さ
れ
て
い
る
は
か
り
は
検
査
が

必
要
で
す
。
家
庭
用
の
は
か
り
の
検
査
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課
商
工
観
光
係　

（
�
�
�
�
�
�
）

場　所時　間月日

上市公民館
��：��～��：���月�日
��：��～��：��（月）

土橋交流センター
��：��～��：���月�日
��：��～��：��（火）

井倉公民館��：��～��：���月�日
哲多支局��：��～��：��（水）

熊谷公民館��：��～��：���月�日
大佐支局��：��～��：��（木）

神郷支局��：��～��：���月�日
哲西支局��：��～��：��（金）

新見市役所
 （宿直室横）

��：��～��：���月�日
��：��～��：��（月）

新見市役所
 （宿直室横）

��：��～��：���月�日
��：��～��：��（火）
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■申込方法
　入居希望者は、都市整備課に備え付け用紙で、�月��日 （火） 17時15分までにお申し込みください。 

　申し込みに際しては、所得制限などがありますので、くわしくはお問い合わせください。

　申込者が募集戸数を超える場合の入居決定は、抽選とします。    

　締め切り後、なお空き室がある場合には、�月末まで随時募集とします。

その他家賃募集
戸数面積構造規模団地名

単身者不可
��,���円～��, ���円
(所得により決定します)

�������
木造�階建
�ＤＫ

守　家
（哲多町成松）

単身者不可
※募集する部屋は�・�階です

��,���円～ ��,���円 
　(所得により決定します)

�������
中耐�階建
�ＤＫ

金　谷
（旧県営住宅新見）

■申し込み・問い合わせ先　都市整備課都計・住宅係（������）

���������������������

■届け出が必要な場合
・家屋を新築または増築したとき　
・家屋を取り壊したとき
・土地の用途（利用状況）を変更したとき　　（例）畑を駐車場に変更したなど

　これらの届け出が遅れると、一度に多くの固定資産税を納めることになったり、納めすぎた税金の還付

が遅れることがあります。

　毎年１月１日現在で土地・家屋（住宅・店舗・工場・倉庫・農業用倉庫・車庫など）を所有している個

人・法人には、固定資産税が課税されます。

　使用している状況に変更があったときには、申告書などの届け出を行ってください。

■問い合わせ先　税務課資産税係（������）

■問い合わせ先　建設課国土調査係（������）

����������

������������
　地籍とは、土地の戸籍のことを言います。そして、地番・

地目・境界・面積・所有者などの情報を明らかにする調査が

地籍調査です。

　法務局にはこれらの情報が記載された登記簿と地図があ

ります。地籍調査が行われることで、この情報が正しく改め

られます。

※地籍調査は、国・県の補助を受け、市が事業主体となって

行いますので�所有者の費用負担はありません。

■地籍調査が終わっていると
・隣地との境界確認が円滑にできます　　

・実測面積と登記簿面積との差違がなくな

ります

・土地の正確な位置、形状などが分かりま

す

・被災前の土地の状況が迅速に、正確に復

元できます　　　

・権利関係が明確になり�迅速に復旧工事

に着手できます

■平成２５年度地籍調査の実施内容
　（現地調査）
　唐松の一部・神郷油野の一部・哲多町宮

河内の一部
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in 新見�
　看護の魅力を伝え、看護職に対する理解を深
めていただくため、看護就職フェアを開催します。
将来看護師として市内での就職を希望する人、
看護に興味のある人どなたでも参加できます。�

　看護の魅力を伝え、看護職に対する理解を深
めていただくため、看護就職フェアを開催します。
将来看護師として市内での就職を希望する人、
看護に興味のある人どなたでも参加できます。�

8月4日�日�
［時間］10：00～15：00�
［場所］まなび広場にいみ�
　　小ホール�

就職相談�
参加施設のスタッフがあなたの職場

探し�

に答えます。�

● 看護師として復帰を考えている人�
● 看護師養成学校に在学中の人�
● 看護系志望の一般中高生�
● その他大人から子どもまで、�
　 どなたでも参加いただけます。�
※事前の申し込みは必要ありません。※事前の申し込みは必要ありません。�
　お気軽にご参加ください。　お気軽にご参加ください。�

● 看護師として復帰を考えている人�
● 看護師養成学校に在学中の人�
● 看護系志望の一般中高生�
● その他大人から子どもまで、�
　 どなたでも参加いただけます。�
※事前の申し込みは必要ありません。�
　お気軽にご参加ください。�

［参加募集］�

看護進路相談�一人ひとりの質問にていねいに�答えます。�

看護体験コーナー�教育内容体験エリアの設置�
ビデオ上映�
看護のスペシャリストや看護の�
仕事を紹介�

主　催：一般社団法人新見医師会、公益社団法人岡山県看護協会新見支部、新見市地域医療ミーティング推進協議会�

看護就職フェア�看護就職フェア�

太田病院、新見中央病院、長谷川紀念病院
、渡辺病院、新見医師会、他市内医療機関

�

新見公立大学看護学部等�

ナーシングパス
の配布�

看護職の紹介、
看護師資格取得

方法、看護師養
成�

学校の紹介など
�

■問い合わせ先　市民課地域医療係　（察演６１３０）�

軽食を用意し、みなさんの�
ご来場をお待ちしています。�
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新新新新新新新新新新
見見見見見見見見見見
ふふふふふふふふふふ

新
見 
ふ
るるるるるるるるるる
ささささささささささ
とととととととととと
まままままままままま
つつつつつつつつつつ
りりりりりりりりりり

る 
さ 
と 
ま 
つ 
り

��

夏
・
ま
つ
り
・
感
動
の
瞬
間

　

第　

回
新

��

見
ふ
る
さ
と

ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

夏
お
ど
り
や

星
空
屋
台
村
、

花
火
な
ど
、

真
夏
の
夜
を

楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
催
し
を
行
い
ま
す
。

　

特
に
夏
お
ど
り
は
、
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
で
あ

り
、
市
内
全
域
か
ら
多
く
の
「
踊
り
連
」
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
申
し
込
み
は
、
�

月　

日
�
ま
で
に
新
見
商
工
会
議
所
へ
お
願
い

��
し
ま
す
。

　

な
お
、
初
参
加
の
踊
り
連
で
踊
り
の
練
習
な

ど
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
講
師
を
派
遣
し
ま

す
の
で
、
新
見
商
工
会
議
所
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
児
童
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

●
夏
お
ど
り　
　

　

場
所
／
駅
前
通
り
特
設
お
ま
つ
り
広
場

●
星
空
屋
台
村

　

場
所
／
駅
前
通
り
昭
和
橋

●
花
火
大
会

　

場
所
／
江
道
橋
上
流
河
原

 
高 
た
か 
木  
桜 
子
   

さ
ん
の
作
品
を

き 

さ
く
ら 

こ

ポ
ス
タ
ー
に
採
用　
！！

　

�
月　

日
�
、
児
童
ポ
ス
タ
ー

��

コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
会
が
行
わ
れ
、

第　

回
新
見
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
の

38
ポ
ス
タ
ー
に
、
�
木
桜
子
さ
ん
（
高

尾
小
学
校
�
年
生
）
の
作
品
が
採

用
さ
れ
ま
し
た
。

　

ポ
ス
タ
ー
は
、
�
月
中
旬
頃
か

ら
市
内
各
地
に
掲
示
し
、
ま
つ
り

の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

■問い合わせ先　商工観光課商工観光係　（��６１３６）・新見商工会議所　（��２１３９）

※
雨
天
の
場
合
は
、
翌　

日
�
に
順
延

１１

　
 （
順
延
の
決
定
は
、
当
日
の　

時
に
発
表
）

１６

■内容　ワープロソフト「ワード」を使った表作成
　　　と案内状の作成および印刷（�回連続）
■対象　パソコンで文字（かな・数字）を入力できる人
■日時　�月��日�、��日�、��日�
　　　　時間はいずれも��：��～��：��
■場所　まなび広場にいみ�階パソコン教室
■参加費　�,���円（テキスト代別途）
■定員　��名（多数の場合は抽選）
■申込方法
　講座名（パソコン講座�月・表作成と案内状を作ろ
う）、郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号を記入して、
ハガキまたは電話、ＦＡＸでお申し込みください。ま
た、まなび広場にいみ受付にも申込用紙を用意して
いますのでご利用ください。
■申込締切　�月��日�
■申し込み・問い合わせ先
　〒��������新見市新見���番地�
　生涯学習課生涯学習係　������　 �����

�����������

������

８ 月 １０日�
������

　市民の健康増進、生涯スポーツの振興な

どを目的に、新見市民ゴルフ大会を開催し

ます。

■日時　�月��日�　�時スタート  ※雨天決行

■場所　北房カントリー倶楽部

　　　　真庭市下中津井����

■参加費　�����円

　（プレー費別、チャリティー基金代を含む）

■募集定員　���人（��組）

■申込方法

　必要事項を記入し、大会実行委員会事務局まで持

参、またはＦＡＸで申し込んでください。なお、申

込用紙は次の場所に備えています。

・ゴルフリバーサイド���  ・新見商工会議所

・生涯学習課（まなび広場にいみ内）および各支局

■申込期限�月�日（金）

　※定員となり次第締め切ります。

■申し込み・問い合わせ先

　新見市民ゴルフ大会実行委員会事務局

　（リバーサイド���内）　������　 �����

���
��������	
����������

参加者
募集
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■問い合わせ先　生涯学習課文化振興係（��６１０８）

��

新見文化交流館自主企画事業

�
�
�
�
�
�
�
�
	

風
鈴
な
ど
の
モ
チ
ー
フ
を
描

き
、
そ
の
上
に
細
か
い
金
箔

（
砂
子
、
の
げ
、
切
箔
） を
施

　

し
、
よ
り
豊
か
な
空
間
の
表

現
を
学
び
ま
す
。

②
水
墨
画
コ
ー
ス
（　

名
程
度
）

��

　

竹
、
花
、
鳥
、
山
水
な
ど
の

絵
手
本
を
モ
チ
ー
フ
に
、
基

本
的
な
筆
の
運
び
方
や
、
墨

の
か
す
れ
や
に
じ
み
の
表
現

を
学
び
ま
す
。

③
人
物
デ
ッ
サ
ン
コ
ー
ス
（　
��

名
程
度
）

　

女
性
モ
デ
ル
（
白
い
Ｔ
シ
ャ

ツ
に
シ 
ョ
ー
ト
パ
ン
ツ
着
用
）

を
デ 
ッ
サ
ン
す
る
コ
ー
ス
で
す
。

人
体
の
構
造
や
骨
格
を
意
識

し
な
が
ら
描
き
、
物
の
形
を

捉
え
る
方
法
を
学
び
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

住
所
・
氏
名
・
年
齢
（ 
学 
年
）・

電
話
番
号
・
希
望
コ
ー
ス
を

記
入
し
て
、
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
、
�
月　

日
�
必
着
で
申

��

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
ま
す
。
参
加
が
決

定
次
第
、
決
定
通
知
お
よ
び

日
程
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

■
講
師

　
 
宮  
廻 　
 
正  
明 
氏

み
や 
さ
こ 

ま
さ 
あ
き

　

（
東
京
芸
術
大
学
教
授
、
日
本

美
術
院
同
人
・
評
議
員
）

　
 
宗   
知  
恩 
氏

そ
ん 

じ 

う
ん

　

（
東
京
芸
術
大
学
大
学
院
、
文

化
財
保
存
学
博
士
課
程
）

　
 
鷹  
濱 　
 
春  
奈 
氏

た
か 
は
ま 

は
る 

な

　
 
松  
原 　
 
亜  
実 
氏

ま
つ 
ば
ら 

あ 

み

　
 
向  
井 　
 
大  
祐 
氏

む
か 

い 

だ
い 
す
け

　

（
東
京
芸
術
大
学
大
学
院
、
文

化
財
保
存
学
修
士
課
程
）

■
日
時

　

�
月　

日
�
・　

日
�

��

��

　

※
い
ず
れ
も
�
時
〜　

時
��

■
場
所　

ま
な
び
広
場
に
い
み

■
参
加
費

■
コ
ー
ス
（
定
員
）

①
日
本
画
コ
ー
ス
（　

名
程
度
）

��

　

日
本
画
の
伝
統
技
法
を
体
験

し
ま
す
。今
回
は
、花
や
野
菜
、 

市外の人市内の人

��,���円�,���円一般

�,���円�,���円高校生

�,���円�,���円
小学�年生
～中学生

※筆・昼食は実費購入

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
�
�
�－

�
�
�
�　

新
見
市
新
見
�
�
�－

�

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
（
�
�
�
�
�
�
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
�
�
�
�
）

��������	
��


■開催日　�月�日（日）
■開　演　��時（開場　��時��分）
■場　所　まなび広場にいみ　大ホール
■入場料　一般：�, ���円
　　　　　高校生以下：���円
■チケット取扱場所
　�まなび広場にいみ受付 �生涯学習課

 ファミリ ーミ ュージ カル  

全席指定

����������������
 映画上映会

■開催日　�月�� 日  （日）
■上　映　��時～��時（開場　��時��分）
■場　所　まなび広場にいみ　大ホール
■入場料　一般： １ ００円　高校生以下：無料
　　　　　（当日、受付でお支払いください）

秘
密
の
種
を
め
ぐ
る
感
動
と

興
奮
の
冒
険
物
語
を
、ぜ
ひ

ご
家
族
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

��������	�
��

��������������������
関西を代表するプロオーケストラの関西フィルハーモニー管弦楽団

と、新見を拠点として活躍する 篠  笛  奏  者  朱  鷺 たたらさんが創り出す美
しの ぶえ そう しゃ と き

しい音楽をぜひ、お聴きください。

■開催日　�月��日  （日）
■開　演　��時��分  （開場　1�時）
■場　所　まなび広場にいみ　大ホール
■入場料　一般：������円　高校生以下：�����円
■チケット取扱場所 �まなび広場にいみ受付 �生涯学習課

全席指定
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新
見
公
立
大
学 

看
護
学
部
３
年

  
寺  
谷 　
 
法 
恵
   

さ
ん　

て
ら 

た
に 

の
り 

え

（
出
身

　

（
出
身 ‥‥

鳥
取
県
八
頭
郡
智
頭
町

鳥
取
県
八
頭
郡
智
頭
町
））

��������������������	���

　

私
が
介
護
の
仕
事
に
就
い
て
か
ら

�
年
が
経
ち
ま
し
た
。
施
設
を
利
用

さ
れ
る
人
の
生
活
全
般
の
手
伝
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
毎
日
忙
し
く
も

楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

数
年
前
、
職
場
の
同
僚
に
誘
っ
て

い
た
だ
い
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
学

生
の
時
に
し
て
い
た
吹
奏
楽
を
再
開

し
た
こ
と
で
、
音
楽
の
力
を
改
め
て

実
感
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
私
は
小
学
生
か
ら
親
世
代

ま
で
の
小
編
成
な
が
ら
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
グ
ル
ー
プ
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
福
祉
施
設
、
に
い
み
子

育
て
カ
レ
ッ
ジ
「
に
こ
た
ん
」
や
夏

祭
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
内
の
イ

ベ
ン
ト
に
出
演
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

た
く
さ
ん
の
人
に
拍
手
を
い
た
だ
く

な
ど
、
会
場
の
皆
さ
ん
と
一
体
に
な

る
こ
と
で
、
練
習
以
上
の
演
奏
が
で

き
、
心
地
よ
い
時
間
を
共
有
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
職
場
で
は
、
ピ
ア
ノ
演
奏

会
な
ど
で
昔
の
歌
や
童
謡
を
歌
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
懐
か
し
い
歌
を
歌

っ
て
い
る
時
の
利
用
者
の
表
情
は
活

き
活
き
と
し
、
普
段
と
は
違
っ
た
一

面
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

　

休
み
の
日
に
は
、
好
き
な
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
ラ
イ
ブ
に
行
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
は
歌
か
ら
た
く
さ

ん
の
元
気
や
勇
気
を
も
ら
い
、
明
日

へ
の
活
力
に
変
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
、
一
つ
の
曲
を
み
ん
な

で
歌
い
奏
で
音
楽
に
触
れ
る
こ
と
で

そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
ご
と
に
違
っ
た
力

を
も
ら
え
る
こ
と
が
、
音
楽
の
魅
力

の
一
つ
だ
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
も
、
色
々
な
世
代
に
愛
さ
れ

て
き
た
曲
を
も
っ
と
多
く
知
り
、
音

楽
を
通
し
て
、
た
く
さ
ん
の
人
と
の

交
流
を
増
や
し
て
い
け
た
ら
い
い
と

思
い
ま
す
。

��������

 山  根 　 寛 己   さん �（高尾）

やま ね ひろ み

介護職

※筆者は写真右
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 豊  田   利 久   さん�

とよ だ とし ひさ

神戸市灘区（出身：大佐田治部）

職業：神戸大学名誉教授

地
の
新
見
に
原
点

が
あ
る
よ
う
で
す
。　

歳
で
故

��

郷
を
離
れ
ま
し
た
が
、
若
い
時
か
ら
疲
れ

た
心
身
を
癒
し
て
く
れ
た
の
は
、
帰
郷
し

て
味
わ
う
清
涼
な
空
気
と
水
で
し
た
。

　

な
か
で
も
、
赤
石
山
、
大
佐
山
、
大
山
な

ど
の
美
し
い
稜
線
は
、
私
の
心
の
中
の
宝
で
す
。

　

大
佐
中
学
校
の
同
窓
会
を
今
で
も
隔
年
に
開
い

て
く
れ
る
同
級
生
に
も
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

「
故
郷
の
山
と
友
は
遠
く
に
あ
っ
て
も
近
く
に
感

じ
る
」
と
い
う
心
境
で
す
。

年
生
の
修
学
旅
行
で
初
め
て
海
を
見
て
感

激
し
た
山
っ
子
の
私
で
す
が
、
現
在
は
神
戸

で
山
と
海
を
眺
め
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

長
ら
く
神
戸
大
学
で
研
究
と
教
育
に
従
事
、
定

年
退
職
後
は
広
島
修
道
大
学
で
�
年
間
勤
務
し
ま

し
た
。

　

若
い
時
に
、
中
央
官
庁
（
旧
経
済
企
画
庁
）
に

�
年
間
出
向
し
た
経
験
も
あ
り
ま
す
。
専
門
は
経

済
学
で
す
が
、
国
際
協
力
や
災
害
復
興
の
分
野
で

も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。
仕
事
の

た
め
に
訪
問
し
た
諸
国
も　

に
及
び
、
米
国
・
英

��

国
・
ラ
オ
ス
に
は
そ
れ
ぞ
れ
�
年
以
上
滞
在
し
ま

し
た
。

　

国
内
外
の
ど
こ
で
暮
ら
し
て
も
、
山
が
近
く
に

な
い
と
心
が
落
ち
着
か
な
い
の
は
、
や
は
り
出
生

�
�
�
�
�
�
�
�
	
さ
ん

�
�
��

�
�
��

�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

�
�
��

�
�
�
�
�
�
�

★

� � �

<BEGIN DRAMATIC BGM>
All good things must come to an end, and for me that means 
leaving Niimi Dai Ichi Chuugakkou and the city of Niimi this 
August. Writing a farewell message like this makes you want to 
say something really important - something that comes from the 
heart. With this, I have three things to say that are the most 
important things I will ever say to you. The first is to have fun and 
enjoy your lives. The second is to never stop learning. The third is 
to leave Japan.
Yes, leave Japan. Even if only for a short while. Experience a 
culture different than your own. This may be very obvious, but it 
is worth saying: you don't need English to do this - you need to get 
on a plane and fly to another country. Language is more than just 
a bunch of new words. It contains references and meaning that can 
only be fully understood by experiencing the culture from where 
it came. If I had a choice between learning another language and 
experiencing another culture, I would always choose another 
culture. Traveling makes you not only aware of how other people 
in the world are, but opens you up to learning about yourself. It 
also improves your ability with other languages, as you realize just 
how powerful a feeling it is to say something and be understood by 
a native speaker.  I started my travels when I was 17, and the 
experience changes me for the better every time. One of the most 
important things I have also learned: to me there is no concept of 
foreigner or outsider, there are just people.
As farewell messages go, this has been one of the hardest for me. 
Not because of the work involved in creating it, but because this is 
a goodbye to you. You have made my 5 years here great, and while 
I may not be with you daily, I will still be with you, cheering you 
on.
Thank you and goodbye. 
<DRAMATIC BGM FADE-OUT>
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　まなび広場にいみで、「楽しもうエコライフ・考
えよう地球の未来」をテーマに「びっちゅう環境
フェア」が開催されました。
　会場では、廃油を使ったキャンドル作りやトイ
レットペーパーの芯を使ったおもちゃ作りなど
に、親子が真剣に取り組んでいました。
　また、環境ヒーロー「シンケンダー」が登場し、
子どもたちにごみの分別方法を教えるなど、来場
者は環境問題への理解と認識を深めました。

��������	


��������
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　総合福祉センターで「男女共同参画講座」が開

かれ、慈眼寺（哲多町宮河内）の和気弘宗住職に

より、「あるがままに」と題しての講演が行われま

した。

　和気住職は、「しあわせはいつも自分の心が決

める」、「現実をしっかり見つめ、自分の人生を自

分らしく生きよう」などと参加した��人の市民に

呼び掛けました。

��������
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　神郷下神代の夢すき公園体験田で「神郷太鼓田
植」が行われ、神代郷土民謡保存会の会員��人と神
代小学校の�年生��人により昔ながらの田植えが再
現されました。「さげ」に扮した男子児童がたたく太鼓
と歌に合わせ、「早乙女」と呼ばれる女子児童がリズ
ムよく苗を植えていました。
　また、会場では神郷太鼓やかしら打ちなどの催し
や、手打ちうどんや千屋牛肉のバーベキューなどの
販売も行われました。

　本郷小学校周辺で「第��回哲多ふる里すずらん

まつり」が開催されました。

　ステージでは、新見市出身の作曲家・中川博之

さんの歌謡道場、ゲスト歌手・瀬口侑希さんの歌

謡ショーなど多彩な催しがありました。

　また、会場では、千屋牛肉を使った料理や山菜

おこわ、スズランの鉢植えなどの販売が行われ、

多くの来場者で賑わいました。
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　土橋交流センター周辺で「第21回ほたる祭り」

が行われました。

　10周年を迎えた牛車運行は今年も人気を集め、

大勢の家族連れが、ほたるが飛び交う田園風景を

楽しんでいました。

　また、会場では、マスのつかみ取りやラムネの

早飲み競争などの催しや、焼きそばやかき氷など

の販売も行われました。

　草間台小学校の4年生11人が、環境教育事業
「ごみの行方」を行いました。これは、市内各小学
校の�年生を対象とした事業で、ごみの減量化や
リサイクル、分別などの大切さを学習するもので
す。　児童は、職員からごみの量などについて説
明を受けたり、クレーンを使ってごみをかき混ぜ
る作業を見学したりしました。また、見学後には
ごみについて積極的に質問し、「へぇ、すげー」と、
職員の回答に驚く児童もいました。
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　多くの関係者が出席し、熊谷市民センターで、

3月末に閉園した地域立の熊谷保育園の閉園式が

行われました。

　式典後、出席者全員で記念写真を撮ったあと、

園舎の壁や室内遊具などに落書きをして、最後の

思い出を作りました。

　閉園当時の園児は、4月から熊谷認定こども園

に元気よく通っています。
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　まんさく運動公園で「第４５回新見市壮年ソフト
ボール大会」が開催され、35歳以上で編成された
19チームが参加しました。
　足がもつれて転がりながらホームベースにタッ
チする選手や、精一杯手を伸ばしスーパーキャッ
チをみせる選手など、白熱した試合が繰り広げら
れました。試合は�ブロックに分かれてトーナメ
ント方式で行われ、Ａブロックは西方が、Ｂブ
ロックは福本が優勝しました。
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梅雨から夏にかけて、�年の中で特に『食中毒』の危険が高まる時期です。

作ってから食べるまで時間がある“お弁当”は特に注意が必要です。食中毒を防ぐための

ちょっとした工夫で、楽しいお弁当をより安全なものにしましょう。

������
�手をよく洗いましょう。
　（食中毒予防の基本中の基本
です）

�調理器具、お弁当箱もきれい
に洗いましょう。ふたのパッ
キン部分は汚れが残りやす
いので、分解してきれいに洗
いましょう。

�洗った後は自然乾燥するか、清潔なふきんでし
っかり拭きましょう。

��������	

�ハンバーグやから揚げ、冷凍食品などは中心ま
でよく加熱しましょう。卵焼きもよく火を通し
ましょう。

�電子レンジを使うときは、途中でかき混ぜたり
して加熱ムラを防ぎましょう。 

�手には細菌やウイルスがいっぱい付いていま
す。おにぎりを握るときにラップを使うと細菌
やウイルスが付きにくく衛生的です。

�酢や梅干、わさび、しょうがなどの食材は細菌
が増えるのを抑える効果があるといわれていま
す。調理に上手に活用しましょう。 

�ミニトマトなどの野菜のヘタは雑菌が多いの
で取り除きましょう。

�炊き込みご飯や混ぜご飯はいたみやすいので
夏季（５月～９月）は控えましょう。

��������	
��

�おかずの汁気はよく切ってお弁当箱に詰めま
しょう。
�ごはん、おかずはよく冷ましてからフタをしま
しょう。 

　生野菜や果物を使うときはよく洗い、水気をき
ちんと切ってから詰めましょう。（仕切りに生
野菜を使わず、バランなどを活用しましょう）

�マヨネーズやケチャップなどは別容器で持っ
ていき、食べる時につけるようにしましょう。
�特に夏は、作りおきのおかずを使わない方が安
全ですが、使うときは、冷蔵庫に保存したもの
を使い、お弁当箱に詰める前は必ず火を通しま
しょう。

�熱いものと冷たいものは隣同士に置かないよ
うにしましょう。
�お弁当箱にご飯やおかずを詰めるときは、キッ
チリ、すき間なく詰めると、持ち運んでも中身
が動かず、食べる時もきれいです。

��������	
��

�なるべく涼しいところに保管して、早めに食べ
ましょう。 
�暑い時期や、長い時間持ち歩くときは保冷剤を
使いましょう。 

�車の中や日の当たるところに置くのは厳禁で
す。このような場所に置くときはクーラーボッ
クスを使いましょう。

��������	
��
�食べる前には、手をきれいにしましょう。
�もしお弁当の味やにおいがおかしいと感じた
ら、食べるのはやめましょう。

��������	
�	��

主食：ごはん、パン、麺などの穀物類の

　　  ことで、主に炭水化物源

主菜：肉、魚介、大豆製品などを主材料

　　  とする料理で、主にたんぱく質源

副菜：野菜、芋、海藻、きのこなどを主

　　  材料とする料理で、主にビタミン、

　　  ミネラル、食物繊維源
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■問い合わせ先
　健康づくり課健康づくり係
　（��６１２９）
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平成��年�月��日～�月生��：��～��：��木�月��日

���������	
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平成��年��月生��：��～��：��火�月�日

※会場は、新見市保健福祉センターです。
※各乳幼児健診については、対象者の保護者あてに別途
ご案内します。

��
����
����

　子どもの夜間の急な発熱、けいれんな
どの症状について当番の小児科医または
看護師などが電話で相談に応じるととも
に受診などについて適切なアドバイスを
行います。

■電話番号　����� または�������������
　　　　　　（＃����については、携帯電話およびプッ 
                     シュ回線固定電話のみご利用できます。）
■相談日時　�平日：��：��～��：��  

�土曜、日曜、祝日および��月��日 ～
　　　　　　　翌年�月�日： ��：��～��：��
■対 象 者　県内にお住まいのおおむね��歳以下の子
　　　　　　どもおよびその保護者

���������	
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平成��年��月生��：��～��：��水�月�日

■問い合わせ先
　健康づくり課親子保健係（������）

���

��������

��：��～��：��備中県民局
新見地域事務所月�月�日

��：��～��：��杉岡建設(株)

��：��～��：��
にいみプラザ月�月��日

��：��～��：��

※��歳～��歳の人は、��歳～��歳までの間に献血の経験
　がある人に限られます。  
※身分確認ができる物を持参してください。 
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平成��年�月生��：��～��：��水�月��日

�月�日（日）

新見市　新見中央病院  ������
庄原市　こぶしの里病院  �����������
真庭市　金田病院（内･外）  ����������
真庭市　岸本医院（外）   ����������

�月��日（日）

新見市　太田病院  ������

庄原市　細川医院  �����������

真庭市　湯原温泉病院（内･外）  ����������
真庭市　まにわ整形外科（外）  ����������

�月��日（月）

新見市　渡辺病院  ������

庄原市　東城病院  �����������

真庭市　落合病院（内）   ����������

真庭市　金田病院（外）   ����������

真庭市　松坂医院（内）   ����������

�月��日（月）

新見市　渡辺病院  ������

庄原市　こぶしの里病院  �����������

真庭市　勝山病院（内･外）  ����������

真庭市　イケヤ医院（内）  ����������

�月��日（日）

新見市　長谷川紀念病院  ������

庄原市　日伝医院  �����������

真庭市　中山病院（内･外）   ����������

真庭市　中井医院（内）   ����������

�月�日（日）

新見市　新見中央病院  ������

庄原市　東城病院  �����������

真庭市　近藤病院（内･外）  ����������

真庭市　前原医院（内）  ����������

���������������������������������
���������������������� 高尾高西町・介護老人保健施設

「くろかみ」内

■問い合わせ先　市民課地域医療係  （������）

新見市休日・準夜間診療所（������）
診 療 日：月～金曜日　診療時間：��：��～��：��
休 診 日：毎週土曜日、 日曜日 、 祝日 
診療科目：内科、小児科

高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内
新見市休日・準夜間診療所（������）

新見水舟・市役所前
新見市休日歯科診療所（������）
※受付時間　�：��～��：��　

��

��



��������������
��������

　

市
内
で
ロ
ケ
が
行
わ
れ
、
沖

縄
国
際
映
画
祭
に
出
品
さ
れ
た

作
品
で
す
。

■
日
時

　

�
月　

日
�

��

　

①　

時
（　

時　

分
開
場
）

��

��

��

　

②　

時　

分
（　

時
開
場
）

��

��

��

■
場
所

　

ま
な
び
広
場
に
い
み
大
ホ
ー
ル

■
入
場
料

　

中
学
生
以
上 ：

� , 
�
�
�
円 

　

小
学
生
以
下：

� ,
�
�
�
円

　

（
当
日
券
は
�
�
�
円
増
）

※
た
だ
し
、
�
歳
以
下
は
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
観
光
協
会

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　
 �
自
分
で
守
る
、み
ん
な
で　

　

支
え
る
、
み
ん
な
の
健
康
�

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
き
ら
め
き

健
康
福
祉
ま
つ
り
」
を
開
催
し

ま
す
。

■
日
時

　

�
月　

日
�

��

　

�
時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

■
場
所

　

き
ら
め
き
広
場
・
哲
西

■
内
容

・
健
康
チ
ェ
ッ
ク
（
血
糖
・
血

　

圧
測
定
な
ど
）

・
診
療
所
探
検
隊

・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

・
ク
イ
ズ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

　

N
P
O
き
ら
め
き
広
場

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

岡
山
県
農
業
共
済
組
合
連
合

会
で
は
、
岡
山
の
魅
力
、
農
業

の
楽
し
さ
や
す
ば
ら
し
さ
を
撮

影
し
た
写
真
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

■
テ
ー
マ

岡
山
県
内
の
農
業
、
地
域
活

動
、
伝
統
行
事
や
風
習
、
祭

り
、
イ
ベ
ン
ト
、
日
常
の
暮

ら
し
や
農
村
・
地
域
の
様
子

を
撮
影
し
た
も
の

■
応
募
規
定

�
�
Ｌ
以
上
の
カ
ラ
ー
作
品

�
応
募
者
本
人
が
岡
山
県
内
で

撮
影
し
た
未
発
表
作
品
（
応

募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
）

※
応
募
点
数
の
制
限
は
あ
り
ま

　

せ
ん

■
応
募
締
切

平
成　

年　

月　

日
�

��

��

��

当
日
の
消
印
有
効

■
応
募
方
法　

　

応
募
用
紙（
作
品
募
集
要
項
）

　

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

　

作
品
と
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

応
募
用
紙
は
、
農
業
共
済
課

　

（
�
�
�
�
�
）へ
ご
連
絡
く

　

だ
さ
い
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
農
業
共
済
組
合
連
合

会
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
係

　

〒
�
�
�－

�
�
�
�

�
�
�
�

　

岡
山
市
北
区
桑
田
町
�
番　
��

号 

　

�
�
�
�－

�
�
�－

�
�
�
�

　

防
衛
省
で
は
、
平
成　

年
度

��

自
衛
官
候
補
生
・
一
般
曹
候
補

生
・
航
空
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
自
衛
官
候
補
生：

任
期
制

○
受
験
資
格

　
　

歳
以
上　

歳
未
満　

��

��

○
受
付
期
間

　

�
月
�
日
�
〜
�
月
�
日
�

○
試
験
日

�
男
子　

�
月　

日
�
〜　

日

��

��

　

�
、　

日
�
〜　

日
�
の
い

��

��

　

ず
れ
か
�
日
を
指
定

�
女
子　

�
月　

日
�
〜　

日

��

��

　

�
の
い
ず
れ
か
�
日
を
指
定

■
一
般
曹
候
補
生：

定
年
制

○
受
験
資
格

　
　

歳
以
上　

歳
未
満

��

��

○
受
付
期
間　

　

�
月
�
日
�
〜
�
月
�
日
�

○
試
験
日

　

�
月　

日
�
、　

日
�
の
い

��

��

　

ず
れ
か
�
日
を
指
定

■
航
空
学
生：

海
・
空
自
衛
隊

　

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
る
コ
ー
ス

○
受
験
資
格

　

高
卒
（
見
込
み
を
含
む
）　

��

　

歳
未
満

○
受
付
期
間

　

�
月
�
日
�
〜
�
月
�
日
�

○
試
験
日

　

�
月　

日
�

��

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
高
梁
地
域
事
務
所

　

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp
://w

w
w
.m
o
d
.g
o
.jp

/p
co
/o
k
a
y
a
m
a
/
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�
�
�
�

■
相
談
日
時

　

毎
週
月
曜
（
祝
日
・
年
末
年

　

始
を
除
く
）　

時　

分
〜　

��

��

��

　

時　

分
の
予
約
時
に
指
定
さ

��

　

れ
た
時
間

■
会
場

　

新
見
市
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

　
 （ 
変
更
す
る
場
合
が
あ
る
の

　

で
相
談
当
日
に
ご
確
認
く

　

だ
さ
い
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
総
務
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

岡
山
県
備
北
保
健
所
新
見
支

所
で
は
、
精
神
科
医
師
・
保
健

師
に
よ
る
心
の
健
康
相
談
を
開

催
し
ま
す
。　

■
日
時
（
�
月
・
�
月
分
）

●
精
神
科
医
師
に
よ
る
心
の
健

　

康
相
談

　

�
月
�
日
�　

　

9
時　

分
〜　

時　

分

30

11

30

　

�
月
�
日
�

　

9
時　

分
〜　

時　

分

30

11

30

　

�
月　

日
�

30

　
　

時　

分
〜　

時　

分

14

30

16

30

●
思
春
期
心
の
健
康
相
談

　

�
月　

日
�

19

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成　

年
��

度
第
�
学
期
（　

月
入
学
）
の

��

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の

放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の

大
学
で
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を

卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み

た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的

で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
み
な

さ
ん
が
、心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど

の
各
分
野
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
�
月　

日
�
ま

��

で
。
現
在
、
資
料
を
無
料
で
差

し
上
げ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

放
送
大
学
岡
山
学
習
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学

　

岡
山
学
習
セ
ン
タ
ー

　

�
�
�
�－

�
�
�－

�
�
�
�

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp
://w

w
w
.o
u
j.a
c.jp

　

弁
護
士
が
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
料

　
　

分
以
内　

� , 
�
�
�
円

��

　

（
無
料
の
場
合
あ
り
）

※
市
内
在
住
の
人
に
初
回
無
料

　

券
（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

　

を
交
付
し
ま
す
。
予
約
後
に

　

総
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
予
約
先

　

岡
山
弁
護
士
会

　

�
�
�
�－

�
�
�－

�
�
�
�

　

受
付
時
間
は
�
時
〜　

時
��

�����������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�
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�
�
�
�
�
�

　
　

時
〜　

時

15

17

■
場
所

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所

　

（
岡
山
県
備
中
県
民
局
新
見

　

地
域
事
務
所
内
）

※
必
要
に
応
じ
て
訪
問
相
談
も

　

し
て
い
ま
す
。

■
相
談
料　

無
料

■
申
込
方
法

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。

　

電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所

　

（
�
�
�
�
�
�
）

　

市
で
は
毎
月
、
各
種
の
相
談

所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
専
門

の
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
、
場

合
に
よ
っ
て
は
必
要
な
支
援
を

行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
・
会
場
・
問
い
合
わ
せ
先

は
、　

〜　

ペ
ー
ジ
の
行
事
予

��

��

定
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
総
務
係

　

（
�
�
�
�
�
�
）

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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��月��日（土）　��：��～　子ども映画会（哲西）
��月��日（土）　��：��～　こどもお楽しみ会（新見）
��月��日（土）　��：��～　こども映画会（新見）

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
ｈｔｔｐ：//ｌｉｂ．ｃｉｔｙ．ｎｉｉｍｉ．ｏｋａｙａｍａ．ｊｐ/ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍ

�
�
�

�
��

�
�
�

�
�
�
�

◇新見図書館・哲西図書館・おおさ総合センター・神郷生涯学習センター・哲多総
合センター・学術交流センター図書館で借りた図書などは、この�施設のどこ
でも返却できます。  ただし、この�施設が所蔵する図書などに限ります。

■小・中学生のみなさんへ
　夏休み期間中、課題図書、自由研究などの本を展示してい
ます。
　どうぞご利用ください。

���������	


　きれいなチョウ、きけんなチョ

ウ、たびをするチョウ…。いろん

なチョウを、あたたかいイラスト

で紹介。身近な自然や生き物に

興味を持つきっかけになる、美し

い絵本です。

『世界の科学者図鑑』
アンドルー・ロビンソン／著　原書房　����年

　小野寺一路、十九歳。父の不

慮の死を受け、御供頭を継いだ

若者は、家伝の「行軍録」を唯

一の手がかりに、江戸への参勤交

代を采配する。雪の和田峠越え、

御殿様の急な病、行列の中で進

む御家乗っ取りの企み。着到遅れ

の危機せまるなか、一行は江戸ま

で歩みきることができるのか。

『わたしのいちばん あのこの１ばん』
アリソン・ウォルチ／作　ポプラ社　����年

『一路　上・下』
 浅  田 　 次  郎 ／著　中央公論新社　����年
あさ だ じ ろう

　ガリレオ、ニュートン、ファラ
デー、ダーウィン、パストゥール、
キュリー夫妻、アインシュタイン、
フロイト、クリック、ワトソンなど、
��人の科学者の生涯とその独創
的な業績を、���以上におよぶ
豊富な図版とともに浮き彫りする。

『チョウのはなし』
ダイアナ・アストン／文　ほるぷ出版　����年

　かけっこもおしゃべりも、なんでも

�ばんのバイオレットは、とってもか

っこいい ！  でも、でも、なぜだかロー

ジーはモヤモヤ…。�ばんじゃないと、

ダメなのかな？�ばんがいちばんえら

いのかな？

第��回青少年読書感想文全国コンク

ール課題図書

�
月
の
休
館
日

休館日�■■�����
新見市新見��� 番地� （������  ���������）
（開館時間��：��～��：��　日・祝…��：��～��：��）

休館日�■■���������	
����
新見市大佐小阪部����番地� （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��　土・日・祝…�：��～��：��）

休館日�■■��������	
��

�

新見市神郷下神代����番地 （������  ���������）
（開館時間��：��～��：��）

休館日�■■�����
新見市哲西町矢田����番地 （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��）

休館日�■■��������	
����
新見市哲多町本郷���番地� （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��）

休館日�■■��������	
�
新見市西方���� 番地� （������  ���������）
������������	
��		�	
���������	
������������	
�

土金木水火月日

������

�����������

��������������

��������������

����������

��������

�
��
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問
題
に
興
味
を
持
ち
、「
人
間
と
自
然
」
を

テ
ー
マ
に
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
た
作
品
を

発
表
し
続
け
て
い
ま
す
。
加
藤
氏
の
名
前
が

日
本
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
岡

山
県
ゆ
か
り
の
若
手
美
術
作
家
育
成
を
目

的
と
し
た
「
I
氏
賞
」
の
第
5
回
展
（
平
成

　

年
度
）
で
の
大
賞
受
賞
で
し
た
。
新
見
市

��出
身
の
作
家
と
し
て
は
初
の
快
挙
で
、
今
後

は
日
本
を
は
じ
め
国
際
的
な
活
躍
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
加
藤
氏
の
I
氏
賞
大
賞
受
賞

を
記
念
し
、
受
賞
作
の
《
コ
ロ
ッ
セ
オ
》
を

は
じ
め
、
話
題
作
や
新
作
な
ど
を
展
示
し
、

加
藤
竜
の
芸
術
を
故
郷
新
見
で
本
邦
初
公

開
し
ま
す
。

●観覧料
　一　般…���（���）円　中高生…���（���）円
　小学生…���（���）円
　（　）内は��人以上の団体料金

★市内小中学生は、「こころふれあいパスポート」
　提示で観覧無料

新見市西方���番地（������）

　

哲
西
町
出
身
の
現
代
美
術
作
家
・
加
藤
竜

氏
は
、
現
在
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン
を
拠
点
に

活
動
す
る
ド
イ
ツ
で
も
注
目
の
若
手
作
家

の
一
人
で
す
。
多
感
な
少
年
時
代
の
�
年
間

を
東
京
で
過
ご
し
、
そ
の
後
岡
山
に
帰
郷
。

岡
山
学
芸
館
高
校
美
術
科
に
進
み
、
高
校
時

代
は
全
国
学
芸
科
コ
ン
ク
ー
ル
芸
術
部
門

高
校
生
の
部
で
金
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
注

目
を
集
め
ま
す
。
高
校
卒
業
後
は
、
パ
リ
滞

在
を
経
て
、
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン
へ
移
住
、

ベ
ル
リ
ン
国
立
芸
術
大
学
院
卒
業
後
は
ベ

ル
リ
ン
で
制
作
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

独
自
の
絵
画
表
現
と
技
法
、
色
彩
感
覚
を

駆
使
し
、
現
代
美
術
、
具
象
、
抽
象
の
枠
を

超
越
し
た
迫
力
と
美
し
さ
、
そ
し
て
斬
新
さ

を
兼
ね
備
え
て
お
り
、
早
い
時
期
か
ら
環
境

郷
土
作
家
シ
リ
ー
ズ
��
�

会
期
▼
�
月
�
�
〜
�
月
�
日
�

第 
５
回 
Ｉ  
氏  
賞 
大
賞
受
賞
記
���

あ
い 

し 

し
ょ
う

�
���
���
��
�

か 

と
う 

り
ょ
う

開館時間��：��～��：��（入館は��：��まで）
休 館 日��/��、��、月曜日（ただし、�/���は開館）

��������������	
い ふう らい

新見市法曽���番地（������）

開館時間��：��～��：��
休 館 日�月曜日（ただし�/��（月）は開館し、翌日休館）

�����

●常設展示観覧料
　一般…���円（���円）　高校生…���円（���円）
　（　）内は��人以上の団体料金

※中学生以下は入館無料

て
描
く
」
と
谷
本
氏
は
言
う
。
そ
れ
は
彼
が

生
と
死
と
再
生
の
流
転
の
中
で
寄
り
添
っ
て

き
た
モ
ノ
た
ち
で
あ
り
、
祈
り
を
こ
め
て

�
青
い
バ
ラ
�
は
手
向
け
ら
れ
る
。

　

こ
の
企
画
展
で
は
、
芸
術
の
道
を
貫
く
谷

本
明
久
氏
の
、
虚
飾
の
な
い
モ
ノ
の
本
質
に

行
き
つ
い
た
表
現
世
界
を
提
示
す
る
、
油
彩

画
の
大
作�

点
を
展
示
。
ぜ
ひ
ご
高
覧
く
だ

��

さ
い
。

谷
本
明
久

■
1
9
3
4
年
生
ま
れ　

岡
山
県
高
梁
市
在
住

■
独
立
美
術
協
会 
会
友

■
関
西
独
立
美
術
展
最
優
秀
賞
な
ど
賞
歴
多
数

　

画
歴　

年
40

　

画
家
・
谷
本
明
久
氏
の
ま
な
ざ
し
は
一
途

に
�
モ
ノ
�
へ
と
注
が
れ
、
そ
の
本
質
を
突

き
つ
め
る
。
廃
物
と
な
っ
た
ド
ラ
ム
缶
や
針

金
、
か
つ
て
こ
の
地
に
生
き
た
牛
の
頭
蓋
骨

に
彼
の
心
の
眼
は
向
か
う
。
こ
の
世
の
無
常

を
示
す
モ
ノ
を
慈
し
み
、
キ
ャ
ン
バ
ス
に
描

き
だ
す
。

　

『
ア
ト
リ
エ
の
青
い
バ
ラ
』
（
油
彩 
）
は
、

猪
風
来
の
縄
文
オ
ブ
ジ
ェ
『
性
愛
』
を
モ
チ

ー
フ
に
描
か
れ
た
。
そ
こ
に
宿
る
�
モ
ノ
�

が
彼
の
心
に
触
れ
、
生
命
の
営
み
の
表
出
が

バ
ラ
の
ご
と
く
変
幻
す
る
と
き
、
卓
抜
し
た

画
力
に
よ
っ
て
独
自
の
心
象
世
界
が
紡
が
れ

る
。
「
ア
ト
リ
エ
に
あ
る
モ
ノ
を
組
み
立
て 会

期
▼
�
月
�
日
�
〜
�
月
�
日
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

〈企画展〉

「青いバラのある風景」（Ｓ５０号　２０１０年作）

《コロッセオ》第5回Ｉ氏賞大賞受賞作品



��������������
��������

� � ���� ��� ���

�
��
�

�
��
��
�
���から

����まで

��
市民学習講座
���：��～��：��
�まなび広場にいみ学習室
�生涯学習課生涯学習係
　（�����）

��
心配ごと相談
��：��～��：��
�哲多総合センター
�社会福祉協議会哲多支所
　（�����）

�
消費生活相談
���：��～��：��
�山村開発センター小会議室
�商工観光課（�����）

����
人権・行政相談
��：��～��：��
�やまびこ広場神郷
�神郷支局（�����）

心配ごと相談
��：��～��：��
�やまびこ広場神郷
�社会福祉協議会神郷支所
　（�����）

��

��
東京芸術大学教授の

絵画教室（１日目）
��：��～��：��
�まなび広場にいみ学習室
�生涯学習課生涯学習係
　（�����）

����

������

�����

��
第��回新見ふるさとまつり
���：��～
�新見駅前通り特設おまつり
　広場ほか
�商工観光課（�����）

��
消費生活相談
���：��～��：��
�山村開発センター小会議室
�商工観光課（�����）

交通事故相談
���：��～��：��
�総合福祉センター�Ｆ
　図書室
�生活環境課生活交通係
　（�����）



������������
����������

���������� ���

���
人権相談
���：��～��：��
�総合福祉センター
�総務課総務係（�����）

心配ごと相談
���：��～��：��
�総合福祉センター
�社会福祉協議会本所
　（�����）

�
新見市地域審議会
���：��～��：��
�まなび広場にいみ学習室
�企画政策課政策係（�����）

���
高梁川流域の自然フォト
コンテスト����《巡回展示》 
（7月7日まで）
��：��～��：��
�まなび広場にいみギャラリー
�生涯学習課文化振興係
　（�����）

献血
���：��～��：��
�備中県民局新見地域事務所
���：��～��：��
�杉岡建設�
�健康づくり課健康支援係
　（�����）

����

������
人権・行政相談
��：��～��：��
�哲多総合センター
�哲多支局（�����）

岡山県統一 ノーレジ袋デー
�参加各店舗（市内��店舗）
�生活環境課環境保全係
　（�����）

��
行政相談
��：��～��：��
�きらめき広場・哲西
�哲西支局（�����）

心配ごと相談
��：��～��：��
�きらめき広場・哲西
�社会福祉協議会哲西支所
　（�����）

�
新見市消防団幹部訓練
��：��～��：��
�防災公園多目的広場
�消防本部消防団係（�����）

������
人権・行政・家庭児童・
母父子相談 
登記相談（要予約）
���：��～��：��
�総合福祉センター
�総務課総務係（�����）

�����海の日��

������������
参議院議員通常選挙
��：��～��：��
�選挙管理委員会
　（�����）

�����������
献血
���：��～��：��
���：��～��：��
�にいみプラザ
�健康づくり課健康支援係
　（�����）

��
「ロラックスおじさんの秘密
の種」映画上映会
���：��～��：��
�まなび広場にいみ大ホール
�生涯学習課文化振興係
　（�����）

������
人権・行政相談
��：��～��：��
�きらめき広場・哲西
�哲西支局（�����）

�
心配ごと相談
��：��～��：��
�哲多総合センター
�社会福祉協議会哲多支所
　（�����）

�
ファミリーミュージカル
「アルプスの少女ハイジ」
公演
���：��～��：��
�まなび広場にいみ大ホール
�生涯学習課文化振興係
　（�����）

� � �

心配ごと相談
法律相談（要予約）
���：��～��：��
�総合福祉センター
�社会福祉協議会本所　
　（�����）

心配ごと相談
��：��～��：��
�きらめき広場・哲西
�社会福祉協議会
　哲西支所（�����）

東京芸術大学教授の
絵画教室（２日目）
��：��～��：��
�まなび広場にいみ学習室
�生涯学習課生涯学習係
　（�����）
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��������������
��������

■編集／新見市報道委員会

■発行／新見市
   〒���－���� 岡山県新見市新見���番地�
　新見市総務部企画政策課　����������

■ホームページ
　������������	�
��		�	�����������	
　携帯電話でもご覧になれます

平成��年�月 号   平成��年�月�日 N o.� ��

★�月号の「ハッピーバースデー」コーナーに掲載希望の人は、企画政策課広報係（������）にご一報ください。（締切は�月��日）

総人口��� ���人  男��� ���人 女��� ���人 世帯数��� ���世帯   （平成��年�月��日現在）

■面積　��� � ���

■ひとのうごき （　 ）内は前月比較

　総人口　������人（－��人）

　　男　　������人（－��人）

　　女　　������人（－��人）

　出生…��人　 転入…��人

　死亡…��人　 転出…��人

　世帯数　������世帯（±�世帯）

　（平成��年�月末日現在）

�������

■固定資産税・都市計画税２期
■国民健康保険税１期
　（納期限：7月31日）

 酒  木   蒼 太   ちゃん
さか き そう た

（哲西町上神代／7.24生）
 森  中   汰 一   ちゃん
もり なか た いち

（西方／7.28生）
 橋  本 　篤   ちゃん
はし もと あつし

（上市／7.30生）
 前  田   蓮 斗   ちゃん
まえ だ れな と

（西方／7.25生）

 田  中 　昴   ちゃん
た なか すばる

（金谷／7.18生）
 定  岡   恭 平   ちゃん
さだ おか きょう へい

（長屋／7.24生）
 吉  国   芽 衣   ちゃん
よし くに め い

（馬塚／7.24生）
 矢  庭   凪 紗   ちゃん
や にわ なぎ さ

（大佐田治部／7.21生）

 山  形   彩  徠 子   ちゃん
やま がた さく ら こ

（大佐小阪部／7.14生）
 尾  上   心 彩   ちゃん
おの うえ み さ

（哲西町大野部／7.14生）

ハッピー�
バースデー�

今月、満�歳になる子どもたちです。
これからも元気で大きくなってね！

 定  岡   海 里   ちゃん
さだ おか かい り

（西方／7.12生）

 川  井   斗 真   ちゃん
かわ い とう ま

（新見／7.3生）
 宮  田   詢 也   ちゃん
みや た しゅん や

（哲多町老栄／7.10生）
 勢  村   愛 奈   ちゃん
せ むら あい な

（哲多町矢戸／7.１生）
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